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業 務概要

大 気 科

排出基準検査

54年度に実施した排出柚準検査の概要は表ー 1のとおりである。検蒼の結果排出基準に適合し

ない施設については、燃焼管理の徹底、燃焼施設、処理施設の改善等により排出埜準を確保する

よう指導している。

窄素酸化物については、 51年度から排出匝単位凋査を行っており、基準が適用される施設につ

いては、排出基準検脊を兼ねて実施した。

表ー］ 排出基準検査の概要

項 H 工均数 施設数

ばい じ ん 3 0 (4) 3 3 (4) 
I " a → - L — 

重 金 属 3 (1) 6 (1) 

窒索酸化物 1 5 1 9 
--

塩 化 水 素 2 2 
--- - ~- - ‘ー一

フ ッ化水素 1 2 

叫 集合煙道の場合は施設数を 1とする。

（）内は排出基準不適合のもの

2 燃料中の硫黄分検査

夏期はアスファルトプラント、冬期は暖房用ボイラーを中心に 243検体の重油抜取りを行った。

分析結果は表ー 2のとおりである。硫黄分の推移の傾向としては昨年度までは 0.8~1.0彩のも

のか検体全体の割合としては最も多かったか、今仰度はそれより低硫黄分の 0.6~0.8形のもの

が非常に多く全体の約30%を占め、次が0.8~1.0彩のものが16%であった。
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表ー 2 重油硫黄分分析結果

碕黄分（%)
検体数

合計 割合
夏間 冬朋 （％） 

~0.4 8 1 7 2 5 1 0. 3 
---1  

0.4~0.6 7 1 7 2 4 9.9 

0.6~0.8 1 3 5 9 7 2 29.6 

0.8~ 1.0 l 5 2 5 4 0 16. 5 

1.0~ l. 2 2 1 3 1. 2 
9 ．ー・

1. 2~1. 4 2 2 4 1. 6 

1. 4~  l. 6 2 2 4 1. 6 

1. 6~1.8 7 2 1 2 8 1 1. 5 

1. 8~2.0 7 1 7 2 4 9.9 

2.0~2.2 3 I 2 1 5 6.2 

2.2~2.4 1 1 0.4 

2 4~2.6 I 1 0.4 

2.6~ 1 1 2 0.8 

合 戸t I 6 9 1 7 4 243 

3 二酸化鉛法による硫黄酸化物濃度調査

二酸化鉛法による硫黄酸化物濃度の測定は、秋田市を中心に18地点で実施している。 54年度の

測定結果は表ー 3のとおりである。

年平均値が最も高いのは、茨島工業地域に隣接した工業試験場で、測定開始以降他の地点より

極端に高い。次いで、工業地域に近い日新小学校、秋田南高等学校の順となっている。市街地の

中心部の衛生科学研究所、秋田兒庁でい025四 S03/da y /100 c出Pb（凸前後、市街地周辺や近

接町村の地点ではおおむね0.05~0.16mg803/day/100 c祉Pl:02と、ここ数年年度による変動は

ほとんどない。
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表ー 3 54年度硫黄酸化物濃度

（単位： m1180a/day / 100 c祉PbO2) 

1
2
ー

番号 I 測 疋r 地 点 54年 5 6 7 8 ， IO 11 12 55年 2 3 平均 52年度 53年度
4月 1月： I 秋田市金足農業高等学校 nd 0.07 0.06 nd nd nd nd nd 0.27 0.13 0.28 0.23 0.11 0.07 0.11 

”ヒ崎中学校 0.11 0.15 0.18 0.22 0.07 I 0.12 0.09 0.18 0.25 〇̀12 0.20 0.20 0.16 0.22 0、18

3 II 秋田火力将軍野寮 0.06 0.12 nd 0.09 nd 0.07 0.08 0.12 0.18 0.05 0.19 0.20 0.11 0.19 0.14 

4 I I ‘’ 外旭川小学校 0.06 0.09 nd 0.17 0.06 nd nd 0.12 0.08 0.10 0.11 0.10 0.09 0.11 0.08 

5 // 秋田高 学校 0.07 0.18 0.18 0.19 0.07 0.09 0.14 0.17 0.17 0.15 0.13 0.24 0.15 0.19 0.15 

6 II 衛生科学研究所 0.37 0.19 0.27 0.21 0.07 0.14 0.10 0.23 0.28 0.27 0.36 0.33 0.24 0.30 0.26 

7 ‘’ 秋 田 /匡T< 欠測 0.13 0.14 0.12 0 07 0.15 0.11 0.36 0.28 0.10 0.42 0.48 0.21 0.30 0.2] 

8 II 工 業 試験場 0.96 0.69 0.87 0.73 0.77 0.40 0.39 0.75 0.40 0.61 0.80 1.01 0.70 0.58 0.59 

g I ／ヽ 秋田南高等学校 0.44 0.32 0.46 0.25 0.20 0.24 0.18 0.31 0.15 0.28 0.53 0.50 0.32 0.31 0.28 

10 ‘’ 日 新 小 巫子 校 0.29 0.35 0.37 0.38 0.53 0.38 0.16 0.61 0.32 0.29 0.19 0.24 0.34 0.35 0.34 

1 1 II 国立工業高等専門学校 0.16 0.09 0.16 0.16 nd 0.09 nd 0.31 0.14 0.51 0.70 0.43 0.24 0.20 0.24 

12 ’’ 青 年 の 家 0.26 0.21 0.10 0.18 0.09 0.19 0.11 0.23 0.30 0.22 0.32 0.25 0.21 0.29 0.21 

13 II 国家共済秋田病院 nd 0.08 0.16 0.08 0.10 0.09 nd 0.07 0.10 nd 0.17 0.11 0.09 0.13 0.10 

14 II 迅 JII 公 民 館 nd O.D7 nd nd 0.05 nd nd nd nd nd nd nd 0.05 0.06 0.06 

15 天王町立保育所 nd 0.09 nd nd 0.07 nd nd nd nd 0.05 nd 0.08 0.06 0.12 0.07 

16 井 JI I 町 9f又几 毘 nd 0.06 nd nd 0.05 nd nd nd nd 0.05 nd nd 0.05 0.07 0.06 

17 飯 田 JI I 町 役 場 nd 0.11 0.09 nd 0.07 nd nd nd 0.06 nd 0.13 0.10 0.07 0.12 0.09 

18 昭和町豊川小学校 nd 0.09 nd nd 0.07 nd nd rid nd nd nd nd 0.06 0.09 0.07 

注 (1) 0.05未満をndとした

(2) 平均値の算出にあたっては ndの項を0.05とした



4 アルカリろ紙法による窒素酸化物濃度調査

アルカリろ紙法による窒素酸化物浪度の測定は、秋1JJ市ほか2町6地点で実施した。 54年度の

測定結果は表ー4、図ー 1のとおりである。 N02の年平均値は秋田市街地が21.5~10.3μ9/day/100c血

住居地域か 3.3~4.2μ,g/day /1り0cnl、また、男鹿市、井JII町では1.7I-lg/ day /100 cia程度

となっている。

表ー 4 アルカリろ紙法による窒素酸化物濃度

（単位：M / day / 100 cnl) 

番号 測定地点 I 54年 5 6 7 8 ， 10 11 12 55年 2 つQ 平均 53紅度4月 1月 平均

井川町 2.4 1.6 1.6 2.1 ND 2.6 1 7 2.8! 1.4 1 7 1.1 I 1.1 1.7 02 

1 I 井川町役場
I 

5.5 5.8 9.0 4.8 8.6 4.5 5.7 3.8 42 62 2.8 2.8 5.3 5.5 

男鹿市船越 2.3 20 1.6! I 1.5 (). 9 1.5 .1 5 2.6 1.7 21 1.3{ 1.4 1.7 05 
2 
男鹿農業改良普及所

7.21, 7.8 12.5 118 114 5.3 9.3 6.6 6.7 7.4 2.7 2.8 7.6 73 
ヽし｀

秋田市将軍野 2.7 2.1 2.5 5.8 1.7 2.6 4.3 5.1 3.2 4.7 2.5 2.4 3.3 
3 
県立聾学校Il 1 

7.8 7.9 10.2 l02 13.0 6.5 77 12.1 10.9 9 8 9.0 8.3 9.5 

II 中通 I 8.5 4.5 12.9 12.8 5 4 9.1 105 14.3 15 3 10.2 9.3 11.2 10.3 10.0 i 4 秋田保健所
19.4 15.4 13.9 14.0 20.0 13.1 11.4 12.6'18.2 16.8 16.5 19.6 15.9 16.6 

II 次島 l3.5 12.0 17.l 192 1 0 l 19.6 31 5 31.0 29.6 23.3 20.2'欠浪I 21 5 1 9.8 
5 
工業試験場

27.0 21.5 142 26.6 22.4 23.1 24.6 23.0 29.2 25.8 18.8 欠測 23.3 21.9 
： 

＇ 
~, 

” 仁井田 I 3.9 2.4 4.8 3.7 2.7 I 2.7 4.9 8.3 5.0 6.1 321 2.5 42 2.8 
6 秋田市役所

11.4 I Hl.3 ｛―井 m出脹所l9.6 10 8 11.6 9.3 189 7.8 28 6 14.5 12.6 12 7 13 2 11.7 

（注） 1. 測定値は上段がN02、下段がNO:,

2. 測定方法N02:シアゾ化怯、 N03:2 -4キシレノール庄
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図一 l NO汀畏度の経月変化
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降下ばいじん調 資

デポジソトケージ法による降―卜はいじんの訓定は、秋田巾の 8地点で実施している。

図ー 2)54年度の測定結果は表—- 6のとおりてある。

（表ー 5、

総い年平均ii心で最も汎いのは、 45仕度以降変わらす次島工業坦域に隣接した工業叫験場てある。

次に過去 3什間の総い年平均｛直叫仕移（図ー 3)をみると52年度か紋少て、 53、54仕度どわすか

であるか増加の傾向にある。特にり4年度の秋田南高校、秋田高校の増加の割合か大きいっ
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表ー 5 降下ばいじん測定地点

番号 用途地域 測 定 地 点 所 在 地

l 商 業 秋田県衛生科 研究所 秋田市千秋明徳町

2 住 居 国立秋田工業高等専門学校 秋田市飯島文京町

3 II 秋田県立秋田南高等学校 秋田市仁井田潟中島

4 んf 秋田県立秋田高等学校 秋田市手形中野台

5 商 業 秋田県工業試験場 秋田市淡島一丁目

6 住 居 秋田市立北中学校 秋田市中野街道

7 商 業 秋田市役所新屋支所 秋田市新屋扇町

8 住 居 東北電力瞬秋田火力将軍野寮 秋田市将車野南一丁目

図ー2 降下ばいじん測定位誼図
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表ー 6 降ドばいじん測定結果

秋田県衛生科学研究所

二 総量
不

pH 
全量

54年 4月 5.0 11.79 4.30 

5 4.2 4.96 2.48 

6 4.4 9.43以上 1.58 以上

7 4.1 7.20 1.26 

8 4.7 6.48 0.78 ， 4.3 7.44 0.97 
10 4.5 6.17 1.00 

11 : 4.7 5.00 1.33 

12 I 4.8 12.12 3.64 

55年 1月 4.5 7.90 0.73 

2 4.3 6.27 1.80 

3 5.8 9.78 4.84 

平 均 4.6 7.87 2.05 

52年度 5.4 6.32 2.14 

53年度 4.9 7.35 2.57 

国立秋田工業高等専門学校

こ pH 総量
不

全量

54年 4月 5.9 11.18 3.95 

5 4.0 4.78 2.19 

6 4.6 7.61 0.94 

7 4.2 5.92 1.05 

8 4.2 5.40 0.80 ， 4.4 7.70 0.77 
10 4.8 8.05 1.24 

11 4.7 5.20 0.92 

12 4.7 9.41 1.16 
~-

55年 1月 1.8 8.51 0.64 

2 4.3 6.96 1.33 

3 4.9 6.79 2.30 
------・・--・ 

平 均 4.6 7.31 1.44 

52年度 5.5 5.83 1.20 

53年度 5.4 6.73 2.26 

（単位： t／逼／30日）

溶 性 物 質 水 溶 性 物 質

可燃物質 灰分 全量 SOj一 Ca2+ 

0.53 3.77 7.49 1.40 0.36 

0.57 1.91 2.48 0.35 0.20 

0.50以上 1.08以上 7.85以上 1.01以上 0.25 以上

0.33 0.93 5.94 1.00 0.17 

0.27 0.51 S.70 0.35 0.15 

0.50 0.47 6.47 0.78 0.16 

0.32 0.68 5.17 0.53 0.19 

0.70 0.63 3.67 0.57 0.22 

0.23 3.41 8.48 1.75 0.39 

0.49 0.24 7.17 0.87 0.23 

0.40 1.40 4.47 0.45 0.24 

0.54 4.30 4.94 0.65 0.32 

0.44 1.61 5.81 0.80 0.24 

1.05 1.09 4.18 0.93 0.18 

0.84 1.73 4.78 0.67 0.25 

（単位：t/knl/30日）

溶 性 物 質 水 溶 性 物 質

可燃物質 灰分 全量 soi― Ca2+ 

0.36 3.59 7.53 1.15 0.28 

0.52 1.67 2.59 0.30 0.14 

0.35 0.59 6.67 0.78 0.19 

0.47 0.58 4.87 0.90 0.12 

0.09 0.71 4.60 0.18 0.11 

0.21 0.56 6.93 0.66 0.13 

0.41 0.83 6.81 0.57 0.25 

0.34 0.58 4.28 0.47 0.18 

0.05 l.11 8.25 1.15 0.19 
~•一

0.40 0.24 7.87 0.93 0.22 
•-••- -----s• -•••— 

0.41 0.92 5.63 0.65 0.20 

0.38 1.92 4.49 0.61 0.16 

0.33 1.10 5.87 0.69 0.18 

0.52 0.68 4.64 0.76 0.14 

0.73 1.53 4.47 0.66 0.21 
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秋田県立秋田南高等学校 （単位：t/k前／30日）

： 不 溶 性 物 質 水 溶 性 物 質
pH 総量

全 量 可燃物質 灰 分 軍rへ so4 2- Ca 2 + 

54年 4月 4.9 11.64 3.99 0.47 3.52 7.65 1.20 0.28 

5 3.9 4.76 2.12 0.36 1. 76 2.64 0.39 0.32 

6 4.5 6.15叫 1.21 以上 0.40 以上 0.81 以上 4.94 以上 0.98以上 0.19 犀

7 4.1 7.63 2.66 0.40 2.26 4.97 0.78 0. 1 1 

8 4.9 9.32 4.23 0.71 3.52 5.09 0.50 0.30 
"↑ ， 4.4 5.74 l. 4 2 0.49 0.93 4.32 0.81 0.26 

- -----・-・・・― 

10 4.7 10.79 1.67 0.45 1.22 9.12 0.67 0.30 
l -- --

1 1 4.9 6.70 1.50 0.59 0.91 5.20 0.64 0.27 
..→ ·―~ー. ・-・-----

12 5.4 11.21 2.85 0.49 2.36 8.36 1.84 0.33 
l ア

55年 1月 4.9 8.70 0.76 0.61 0.15 7.94 l I O 0.21 

2 5.1 6.63 1.70 0.41 1.29 4.93 0.79 0.25 

3 5.2 7.06 2.64 0.44 2.20 4.42 0.81 0.21 

平 均 4.7 8.02 2.22 0.48 l.74 5.79 0.87 0.25 
.. ．．． 

52年度 5.1 4.77 1.83 0.73 1.10 2.94 0.74 0.15 

53年度 5.0 5.75 2.23 0.62 1.61 3.52 0.69 0.19 

秋田県立秋田高等学校 （単位：t/k祉／30日）

＼ 月別 総足
不 溶 性 物 質 水 溶 性 物 質

pH l 

全量 nJ燃物質 灰 八刀 仝 贔 SO} — Ca 2 + 

54年4月 4.9 10.52 3.07 0.28 2.79 7.45 0.91 0.24 

5 3.9 4. 1 4 1 80 0.39 1 41 2.34 0.27 0.11 

6 4.6 7.27以上 1.21 以上 0.54 以上 0.67 以上 6.06以上 0.76叫 D0.15 以上

7 4.3 6.83 0.73 0.19 0.54 6.10 0.79 0.09 

8 4.4 6.67 0.52 0.02 0.50 6.15 0.90 0.10 ， 4.4 4.90 0.48 0.09 0.39 4.42 0.83 0.13 

10 4.5 5.83 0.72 0.21 0.51 5.11 0.45 0.13 

11 4.9 4.30 0.51 0.31 0.20 3.79 0.45 0.15 

12 4.9 6.67 0.74 0.05 0.69 5.93 1.02 0.16 

55年 1月 4.8 7.18 0.41 0.30 0.11 6.77 0 77 0.16 
--

2 4.3 5.50 0.76 0.20 0.56 4.74 0 46 0.11 

3 4.6 5.65 l 68 0.25 0.43 3.97 0 S8 0.11 

平 均 4.5 6.28 1.05 0.13 1.81 5.22 0 68 0.13 

52年度 5.6 4.93 l 17 0.49 0.68 3.7fi 0 55 0.11 

53年度 4.7 4.59 1.17 0.39 0.78 3.43 0 50 0.11 
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秋田県工業試験場 （単位：t/knl/30日）

二
不 溶 性 物 質 水 溶 性 物 質

pH 総量
全量 可燃物質 灰分 全量 Ca2 + so;-

54年 4月 6、2 l 7.20 5.81 0.76 5.05 11.39 3.01 0.70 

5 6.4 : ' 8. 3 l 3.34 0.87 2.47 4.97 1.06 
； ； 

0.10 

6 5.7 10.71以上 2.86叫 0.67以ヒ 2.19叫 7.85叫 2. 71以卜． 0.27叫

7 5.3 8.69 2.72 0.60 
| 

2.12 5.97 1.87 0.39 

8 5.3 9.02 2.27 0.65 1.62 6.75 1.50 0.45 ， 5.2 5.66 2.27 0.79 1.48 3.39 0.87 0.31 

10 4.4 16.49 2.84 0.79 2.05 14.10 1.47 0.46 

11 5.6 10.42 3.57 1.08 2.49 6.85 1.58 0.61 

12 6.3 18.61 6.41 0.90 5.51 12.20 2.38 0.71 

55年 1月 5.6 I 15.55 2.25 l 14 1.11 13.30 2.89 0.87 

2 
， 
6 1 13.93 4.35 1 13 3.22 9.58 2.67 1.30 

←m 

3 6. l 16.34 7.58 1 24 l 6.34 8.76 I 1.、18 0.88 

平 均 5.7 12.50 3.85 0.88 2.97 8.75 1.93 0.58 

52年度 5.3 12.20 4.74 2.28 2.46 7.54 2.72 0.61 

53年度 5.8 11.93 5.38 2.33 3.01 6.55 1.89 0.67 

秋田市立北中学校 （単位：t/k吋／30日）

こ ~! 総吊 不 溶 竹 物 質 水 溶 性 物 質
pH 

全量 L1J燃物質□灰分 全量 so42 - Ca2+ 
”▲  

54年 4月 5.8 10.26 3.66 0.31 3.35 6.60 1.02 0.25 

5 3.8 3.50 1.89 0.42 1.4 7 1.61 0.20 0.10 

6 4.8 7.81 1.56 0.28 1.28 6.25 0.85 0.14 

7 4.5 4.01 0.76 0.26 0.50 3.25 0.84 0.09 

8 4. 7 ! I 5.21 1.01 0.45 0.56 4.20 0. 4 5 0.11 ， 4.2 8.70 0.66 0 3 3 : 
| 0.33 8.04 0.89 0.09 

10 5.0 ・-! 「 6 26 0.72 0 23 ! り．49 5.54 0.57 0.14 
-----,  ー・ l 

11 4.8 3.55 0.66 0.27 
l 

0.39 2.89 0 40 0.13 
- -

12 5.3 7.59 1.08 0.03 1.05 6.51 0.89 0.15 
ー・•一'― l 

55年 1月 4.8 5.49 0.70 0.29 0.41 4.79 0.69 0.16 
ドー—•-- •• 一 ~- ・ - ••一

2 4.8 4.11 0.79 0.24 0.55 3.32 0.42 0.11 
~~ ~· -- --・・---

3 4.7 4.81 1.35 0.11 1.24 3.46 0.48 0.10 
一嘗一•一 •.... 

平 均 4.8 ， ［ 5.94 1.23 IJ 26 0.96 
34..8708 , ＇ I Oo.sG-c 1 

0.13 

52年度 5 9,s  21 1.33 0 69 I 0.64 0.13 

53年度 5.5 6 19 2.16 0 6日 1.53 4.03, Cl 54 0.15 
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秋田市役所新屋支所 （単位：t/k祉／301」)

し
不 溶 性 物 質 水 溶 性 物 質

pH 総量
」^こ 早且豆 可燃物質 灰分 全最 Ca 2 + so4 2 

54年 4月 6.5 15.91 6.43 0.90 5.53 9.48 1.04 0.61 

5 5.5 5.62 3.38 0.92 2.46 2.24 0.29 0.17 

6 5.3 8.67 3.02 0.69 2.33 5.65 0.67 0.19 

7 4.9 7.15 2.55 0.72 1.83 4.60 0.81 0.25 

8 5.1 4.68 1.70 0.41 1.29 2.98 0.36 0.10 
．． ， 4.7 4.45 1.47 0.45 1.02 2.98 0.57 0.15 

10 i 4.9 7.33 1.88 0.34 1.54 5.45 0.63 0.20 
＇ 

l ―’̀ r 

11 5.3 5.60 l.89 1.00 0.89 3.71 0.48 0.19 
9 へ•-- r-

12 6.3 13.29 4.88 0.72 4.16 8.41 0.91 0.43 

55鉗 1月 4.9 10.90 0.97 0.37 0.60 9.93 0.90 0.25 

2 6.6 10.39 3.42 0.63 2.79 6.97 0.66 0.45 

3 7.0 19.59 12.72 1.74 10.98 6.87 0.65 0.71 

平 均 5.6 9.46 3.69 0.74 2.95 5.77 0.66 0.30 
--- --

52年度 6.1 8.75 3. 1 8 1.18 2.00 5.56 0.74 0.24 

53年度 6.2 9.28 4.16 1.05 3.11 5.12 0.52 0.30 

東北電力閥秋田火力将軍野寮 （単位：t/k祉／30日）

□□ pH 総量
不 溶 性 物 質 水 溶 性 物 質

全量 可燃物質 灰分 全量 so4 2- Ca 2 + 

54年 4月 6.0 15.11 5.13 0.88 4.25 9.98 1.22 0.33 
- -

5 4.4 6.03 2.88 0.91 1.97 3.15 0.4] 0.19 

6 5.5 8.02虞 2.86虞 1.04以ヒ 1.82紅 5.16以←』 1.03以上 0.25以

7 4.5 5.91 1.38 0.49 0.89 4.53 0.87 0.16 

8 4.9 8.48 1.81 0.42 1.39 6.67 0.49 0.17 ， 4.5 6.49 1.61 0.74 0.87 4.88 0.97 0.17 
- -

10 4.9 8.33 1.46 0.43 1.03 6.87 0.67 0.22 

11 5.2 7.21 1.49 0.71 0.78 5.72 0.62 0.23 

12 5.5 14.64 3.39 0.72 2.67 11.25 1.25 0.36 

55年 1月 4.8 18.07 1.47 0.96 0.51 16.60 1.11 0.36 

2 5.3 10.76 2.49 0.57 1.92 8.27 0.86 0.39 

3 6.2 13.96 6. 4 1 1.17 5.24 7.55 0.78 0.35 
-

平 均 5.1 10.20 2.69 0.75 1.94 7.55 0.85 0.26 

52年度 6.0 7.47 2.20 0.88 1.32 5.27 0.71 0.21 
l 

53年度 5.9 10.12 4.54 2.11 2.35 5.58 0.70 0.27 
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6 浮遊紛じん調査

大気環境中における浮遊粒子状物質、とくに重金属成分の汚染現況及び経年推移を把握するた

め、昨年度に引続き秋田市街地の 3定点で毎月 1回（任意日）の調査を、また、秋田湾沿岸地域

については 4定点で春、秋2回のバッククラン それぞれ実施し

一方、製錬所周辺応ついては、従来からの闘角郡小坂地区、山本郡八森地区、

のほかに54年度から新たに茨島地区を追肌し、それぞれ年 1回（但し、

の調査を実施した。

市飯島地区

秋2回）

(1) 測定方法

（ア） サンプリング

紀本電了•製ハイボリュウムエアサンプラ い、石英繊維ろ紙パールフレックステッシ

ュ 25D0QA S T (8 x 10インチ）に約24時聞連続で約2,000nfの人気を吸引して粉じんを

捕集した。

（イ）分析方法

紛じん総量については、捕集後48時間以上湿度50％の恒湿槽に放置後、自動天びんで秤量

して求めた。

重金属濃度（銅・鉛・亜鉛・カドミウム・鉄・マンガン・ニッケル）については、ろ紙の

約22％を細切し、塩酸 (20%)＋過酸化水糸水 (30%)で還流分解し、屹固ヽ］前まで蒸発さ

せた後希硝酸 (2+98)で溶解定容し、 1肖接原子吸光法で測定した。

(2) 測定結果

（ア）秋田市街地域

1 

2 

3 

秋田市街地域における大気中の重金属濃度の経年変化を把握するため、昨年度に引続き次

の3地点（表ー 7)において毎月 1回の調査を実施したがその結果は表ー8のとおりである。

表ー 7

ハイボリュウムエアサン
調 査 地 点 所 在 地

プラーの殷置状況
i 

．·ー—-

公害技術センター l 秋田市八橋字下八橋191-18 
地上約4rn 

コンクリート床上

地上約10m
秋田保健所 秋田市中通二丁目 1-52 

コンクリート床上

地上約15m
工業試験場 秋田市茨島一［目 4~ 82 

コンクリート I末上
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＇ 

粉じん総量の年平均値は 3地点とも100四／可前後で、秋II]保健所及び公害技術センター

がここ数年ほぼ横ばい状態で椎移しているのに対し、茨島 l．．業地帯に隣接する］―．業試験場で

は約30/1,9／吋の減少かみられる。

月変化についてば、）ll h1のみのiJlil疋0.)ため闘fill及びそ 0)前後の）（候、贄砂等の特沢坦

象さらには地表面の状態等；により大きく影聘をうけることとなり、過去の調斉結果をみても

必ずしも一＾疋のハターンを小していない。

54什度の闘脊紺臭では、 5)] と 1.1 Jを除く冬手に似い伯'iを下しーこおり、 51り閲調•斉とやや

以かよった）l変化のパターンとなづている）

重金属濃度については、年平均値で、絶対、相対浪度とも地点、成分いずれも昨年度と人・

差はなく、ここ数年をみても大きは父化はみら且ない

地点間の特徴としては、例1．とい様秋111味健斤の釘を除ど］．^ ．業，J屠糾，］が他り） ：地柑よりら

いず机も高い値をJ~していろことがあげられる

（イ） 秋田湾沿岸地区

同地区の環境，謁脊は1伯面雌立等によるl．業開充実加Iliiのし＼わゆっバックグラン！、伯を把据甘・

る[I的で肌年度（ 53'r:「 1月及汀1J J)かり(J・・っているしの又□54{l度し次の 4』也点（、長一日）

において春（ 54年4月23|l~4月2811)、秋（ 54年］1月12日～11月17日） 21tilの調査を実施

した。

調古結果は表ー 10、1]のとおりてある，

表ー 9

調査咆点 所 ti― 地
ハイボリュウムエアサン
プラーの設汎状汎

l I i男牝市役所本庁舎 I引IJ・［市船III港泉台66-1 地上約27m
コンクリ—ート床 1-

2 
池上；忽］ 3Ill 

男昨市役所脇本支所 1 男｝化市脇本富永字野1「|39-4 
コンクリート床J:

3 
I 池J:-;:(:(」 3Ill 

男l1屯農業改良晋及所 男記市叫I戊字狐森 ll7
トタン屋根上

」 -- “' ”"ょ口ょ

4 I天玉小 校 南秋田郡天王町天王字児玉．82
池上約14111
コンクリ 卜床上

粉じん総箪は、平均｛直でし，jれび）堪点い春季：］（）四／直前和、秋や25/.l,q／対且役で、 1]II年1旦

同季に比齢しほは1/2の伯となってしろ。これは，一既査斯：：］中豆）た候方降l打］や降‘：引こより不l1栢ご

あったことから、地面からの粉じんの舞上りがおさえられたことによるものと考えられる。

--2 1 -•一



屯令属談度につ lヽ ては、前灯／斐灼比で地点、成分！こより多少の乳咸はみられるか、平均て

粉じん総凪と111J穏、地｝、1`i，1計］による大匁は／よく、また、茫対濃度ても秋田古街池域に比較し平

均伯でカトミウムを除くとおおむね ½h'度の低しヽ贔度となっている。

（ウ）鹿角郡小坂地区

541「艮は昨年度まての 4凋査地）、tぶこつし＼て、 とみなされる小坂鉱業所と

や過 データ らの し

W 1,:-JOOm)及ひ濁111(N N W3,rJOOm)のうち濁川

で丈施した、）

また、謂査［liilリ］に三） tヽても みるため、

ょ＇
 ，ら

l l i l ] ( は夏に

関係

比ある糸圃越 (N

に次の 4』叡、i（表ー 12)

）の調

杏を春、秋の 21旦jとし、昭れ154{16月111.1~6月16「]及ひ］（）月 15日～10rJ 20日にそ

否を）翡徊した。

謁査帖果 13、14のとおりである。

表一 12

所 在 地 鉱業所煙犀から l,Iヽイホリコウムエアサン
| u_)り（立・『Il哨 i プラーの設ii’91l:l)喜

-- -r ―-·—• •--'--, • 9,  • 9 • -- - - -----i 

1 |和,1](FI'. Ill)j-)越小坂Ill［小坂字堰1_12 I N w ],31)0 m 晶地上

ぁ□けのf]]]1ート坂鉱`
2 I、（J：！ 水 場， 三四国罪76-4 I Iし
・ー！＿ ＿＿ 

::i I 1i1J I湯 {1、公所小坂111[fぃJI湯 w 
ー・ • • ・・ - ・ • ・ •一ー・ — 

小坂町小坂鉱III 
4 I小坂町公民館 1 i9)じ的部］7I s 

凋針」也点

l.200 m 
地上約 2m 
コンクリート1木上

池土約 lm
90りm 木床ト

l, () (1 (.) ] I] 
池卜▲約 3m 
コ／クリート休上

新、継
続の別

継

継

新

糾

春、秋 2lrrlの乱乱青を叫しでの紛しん総hl0)麟言，ば、町り）1 |し［出1こ伯iりすろ小坂町公民館(J)

13り“[/rrf (1(ll l)で、期間平均てい1い］公仄館か、作1UJ5G11q/m、秋I卯J9ど/J,[}//IllJとし＼すれも他

の 3 地，点より 1［：Jし哺111 を示し~てし＼ 7）り

地点別ヽド均虻位）季別変化筐つし＼ては、あげはり）合を除くとし＼ ：「オしも春1り］より秋］月か高く、

また、 1]り年！文久llしてほ秋り）小坂Ill]・／公民訓：を除くとわすか〔（』らるかII午仕度より誡少しており、

この点につし＼ー（―（1、54{「度にこ収まて区）カラ人 7）訊かい賢I•II カスの 少ISし＼、／リカ

級紺ろ紙紅変史したこともど！も！こし＼机る＇ピ叫］かあると思われろ。

ーカ、中令いわ農度化づし＼ては、 IV!{1「文士ごU)叫l百訊果と「！社、、［，，、各調百地点とし秋1n巾街地

9ミいの般的J巖J齋叫＇良に比較しきわめて心く、「 17ーしーし砿業叫放池内l)_)カラミ」｛上村直判虞位置し、

ゥ
‘
]
ゥ
乙



隣接する鉱滓沈殿池、地下坑道の排気等の影孵を受けていると考えられるあけほの台が各成

分とも最も高い値を示している。

平均植の季別変化については、小坂町公民館を除くと紛じん総量と 春期より秋期が

高い傾向にあり、特に向陽集会所と細越での鉛濃度の増加が顧著である。また、前年度対比

では春期細越の銅、鉛、カドミウム、鉄を除くと絶対・相対濃度とも昨年度を上回っている。

（エ） 山本郡八森地区

昨年度に引続き次の 4地点（表一l5）！こおいて昭和54年7月23日から 7月28日までの 6日

間調査を夷施したか、その結果は表ー16のとおりである。

表ー15

1 

2 

3 

4 

調査地点 所 在 地 鉱胃所煙源から ハイボリュウムエアサンプ
の位・距離 ラーの設置状況

観海小学校 八森町字滝の上 117 NNE 800 m 
地上約10m
コンクリ 卜床上

八森町役場 八森町字中浜63 N 600 m 
地上約4m

！ 
鉄板上

・―̀ -- ----•....... 

下 椿＇八森町字椿 54 /i SE 250 m 
地上約 3m 
コンクリート床上

八森中学校 八森町字椿台 112 ESE 700 m 
地上約 3m

鉄板上

紛じん総量の最高は、鉱業所の直下に位置する下椿の81四／可で、期間平均でも同地点51

μ少吋と最も高く、他の 3地点はいずれも30四／対前後となっている。

期椙J平均では答地点とも昨年度を卜［叫っており、経年的にも52~53年度をヒークに再び減

少する傾向かみられる。

重金属濃度については、期間平均の前什度対比て従米からの高濃度観訓地点てある下椿に

おいて銅、鉛、カドミウムの落ちこみがみられるが、他の 3地点はいずれも昨年度を上回っ

ており、特に、八森町役場では鉄を除くいずれの元素も下椿を上回る高濃度が検出されてお

り、経年的にも49年度以降調査の最高となっている。これら状況については、当地区の風向

風速等の気象観測データが欠測しているためH!1{i化だ結論づけはできだいか、鉱業祈からほぼ

同方位にある観侮小学校での調査期間中り虞度U)日パターンが類似Lており、よた、役場と

同様、従米の測定テータより高い傾向にあることばどから、ある気象条1年1ヽ［こおいて鉱業所か

らの影開を強く受けたことによるも0)と考えっれる。

困秋田市飯島地区

54年度は小坂地区と同様、これまでの 4調査地点についての見直しを行い、飯島製錬所敷
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地境界線地点 (SE500 m)とほほ同方位にある小坂通運咋 (SE 700 m)及び建友土建

(S El 700m)を廃止し、 に次の 4地点（表ー］7)で夷施し

調斉期間は昭和55年 1月21日から 1月22日までで、調査拮果 18のとおりである。

-17 

ら ハイボリュウムエアサン
地 地 プラ の

下川端： SE 500 m 地上木床約2卜m 継

新
↑入 LU _L 冴！

冒嗜叩i悶秋田巾ヒ崎心相染町土浜 S S E 1.600 地上 新

4 秋讐冒茂業校 I秋田市飯島迅東 iE 1,300 m 地上 継

凋査期間中の天候は、口「風向NW~NNE(出現率84%)、平均風速6.4m/sの連日風＇罫

模様で、地表面は栢雪によりマスキンクされた状態にあった。

紛じん総贔の最高は、同和鉱業料の4g/.l,9/nfで、期間平均ではいすれも35~40/.lg／可前後

で大斧はなく、飯島製錬所敷池塙界線及ひ秋田専修職某訓線校ては過去 5カ年を通じていず

れも最低値となっている。

雨合屈については、各地点とも秋田市街地の一般的環崖濃度に比較し、高い相対混度を示

しており、特に製錬所敷地塙界線と同相鉱業！掬の4口鉛濃度は期間平均て小坂、八森地区

の54年度調査結果を/-_/旦1っている。

また、地点間ては同利］鉱業（樹の銅、鉄を除くと製錬所敷地塙界線か最も高く、鉛、亜鉛、

カトミウムについては従来の謁査皓果と同様、発生面から迪し汀則定点はど農度か下かる傾向

がみられる。

なお、鉄については全試料のうち 7割か不検川とtよっており、これは謁査助間中地，表面か

柏雪のためマスキンクされたこと応より［砂等OJ舞」りかおさえられたことに上るものと考

えられる。

（力） 秋田市荻烏地区

茨島地区の環燒調杏は、茨島工業池鬱周辺｛こおける平金属晨度の図塙J]態を把握する日的

て今什度から始めたもりて、凋査期間は昭和55111 JJ28日から2月2日、謁杏地点は次の 4地

点（入ー19)で実施した。関査彗果は表ー20vJとおりである。
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1 

2 

I 

， J 

4 

表ー19

調 査 地 所 在 地
製］ 所煙源から ハイボリュウムエアサンプ
の位、距離． ラーの設置状況

m  ̂

工 業 試 験 場 秋田市茨島ー「日 NE 1,000 m 
地上約11m 
（ 9• 1', 面）--1 

ふ・-・・・・・ ・ー，．

秋田卸センター会館 秋田rfi卸町 E 1,300 m 
地上約 4.5m 
（古＇ 面）

地 」一
三皇態野神仕 秋川由牛島―.:Ĵ 11 SE 1,000 m （ 面）

割 山 ,但.『 ／.L＼ ヽ 舎 秋川市新屋松美町 w 900 m 地 上
i （ ＇一吋 面）

同地区においてはこれまで45年12月（厚生省委託調査）及び49年2月の 2回、ハイボリュ

ウムエアサンプラーによる悶境調杏かりわれており、また、 4調古地点のうち［業試験均（こ

おいては秋田市街地域の環境調資地点として毎月 1回の調査が実施されている。

今年度凋査におりる紛じん除岨の最高は、 「J闊J也帯に隣桜する丁業弐験場互） ］32四／’rrfで、

割山屎公舎を除く期間平均鯰まそれそれI業臥験場92如／rll’、秋fII[「|]センター68四／rr1；、一一

皇態野神社56四／可で、 54年度飯島、八森地区等の他製錬所周辺地区に比較しわずかではあ

るが高い頌向にある。

重金属については、相対濃度でマンガン、ニッケルを除くといずれも三皇態野神社が平均、

最高｛直とも工業，式験場、オ火l+liEPセンターよりいく、また、地区全（木としてはマンガンを除き

いずれも他製錬所周辺より低目か同程度の濃度レベルとなっている。

また、製錬所等からの影聾［こつしては工業試験場での間屑、風辿テータと各謂査地｝記J_、J}じ

素別相対濃度の調査日別の関係をみる限りでは重金属濃度の高い三星態野神社の4、5日日

にその影響がみられる。

なお、過去の調査結果仄晶づく経年lii移については、］砂よの調青テータか少汀いことべ｀）謁

査地点、試料採取時のろ紙の違い等もあり明確に結論づけられないが、工業試験場における

過去からの一連の謁査結果から判断する限りては、わずかすつでいあろが改占の方向じあろ

ものと考えられる。
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表ー 8 秋田市街地域 （公害技術センター）

涌定 ＼項目 紛塵総量 銅 (Cu) 鉛(pb) 

月渾＼：位～ 収／可 収／吋％ 四／可 ％ 

54年1月 79 0.030 0 038 0.026 0.033 
, -- 』・響,. ---~-~~~- -

5 111 0.024 0 022 0.105 0.095 
＇ 

6 27 o.02i1 I o.osg 0.021 0.078 
,、/‘

0.038 I IJ.051 7 75 D.067 0.089 

8 66 0.157 0.238 0.029 0.044 

， 75 0.286 0.381 0.087 0.116 
10 74 0.053 0.071 0.062 0.083 

ll 72 0.024 () () 33 0.046 0.064 

12 118 0.062 o os3 I 0.031 0.031 
し

55年1月 78 0.052 0.(1fi7 ； i 0.024 0.031 
＇ 

2 122 0.048 (l. () 3 9 0.060 0.049 

3 191 0.065 0.034 0.039 0.020 

最高 191 0.286 0.381 0.105 0.116 

最低 27 0.024 0.022 0.021 0.020 

平均 91 0.072 0 093 0.050 0.061 
＇ 

＿、閏平-年一夏均 105 0.08 9 | 0 l 001 °.048 0.051 
52 11 100 0.115 I D.125 I 0.033 0.036 

51 // 109 0.03[) 0 057 0.035 0.045 

50 11 89 0.020 0.030 0.031 0.042 

49 II 104 0.051 0.059 0.070 0.073 

亜鉛 (Zn)

μg／可 ％ 

0138 1 0.175 

0.17 4 0.157 
--

() 1 3 6 り504

ll 099 () 1 3 2 

0.109 0.165 

0.306 0.408 

0.234 0.312 

0 24 7 l) :343 

り2日7 D 226 

り（］ら6 (] 0 7 2 

(] 40 8 | () 334 
l 

0.252 0.132 

0.408 0.504 

0.056 0.072 

0 202 0 247 

D 19 3 0 207 

0.09 ］ 0 106 
0 ] 0 1]. ] 42 

0.11 Gl 0.140 

0.220 0.209 

カドミウム(Cd) 鉄 (Fe) マンガン(Mn)|‘ニッケル(Ni) 

四／五 形 四／吋 ％ 四／吋 ％ 匹／吋 ％ 

0.001 0.001 1 166 1.476 0.039 0.049 0.001 0.001 

0.002 I 0.002 I 2.907 2.619 0.111 
I 

0、100 0.013 0.012 
・・・` •—• →ー一

ND  
； 
ND 0.009 0.033 ND 

ND  l 1.845 0.031 0.041 0.002 0.003 

ND 1.244 1.885 0.029 0.044 0.002 0.003 

0.003 0.004 1.814 2.418 0.064 0.085 0.002 0.003 

0.001 0.001 1.853 2.470 0.080 0.107 0.004 0.005 

0.001 0.001 1.591〕 2.209 0.059 0.082 0.001 0.001 
I 

I 
マー

0.001 0.001 2 517 2.132 0.062 I o.os3 0 006 0.005 

0.0 1 4」I I o.() 1 8 ND  0.283 0.362 0.012 0. 0 1 5 

0.003 0.002 3 481 2.853 0.120 0.098 0 004 0.003 

0.001 0.001 4.448 2.329 0.091 0.048 0.005 0.003 

0.003 0.004 4.448 2.853 0.120 0.107 0.013 0.015 

ND  ND  0.009 0.018 ND 

0.001 0.001, 1 89 1 _ 6 __[_ 1 ! 1.883 0.059 0.063 0.004 0.005 

0.002 0.002 1. 9 」I 1.82 0.088 0.086 0.019 0.023 
0.001 0.001 1.61 1.60 

0.001 0.001 0 84 1.20 I 
0.001 0.001 0.99 1.07 

0.001 0.001 0.90 1.10 



（秋田保健所）
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測定月J＼単頁泊＼目［ 
紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe Mn  Ni 

四／nf μ紗’nf % 四／llf ％ 四／迅

％ 叫玉0 . 0／0叫21 , ％ 

μル'rri' ％ J.L1/ m m3 ％ 四／m3 ％ 
・--・・・--・--

5碑 4月 99 0.237 0.239 0.033 0.033 0.104 0. 1 0 5 l - 2.067 2.086 0.047 0.047 0.004 0.004 

0 102 i 0.063 2.091 ?I -•、o.-.1s-3 5 163 17 0.072 0.300 0.184 0.001 3.408 0.112 0.020 0.012 

0 030 i 0.056 6 54 21 0.224 0.311 0.576. 0.00 l 0.002 0.829 1.535 0.038 0.070 0.014 0.026 
―... i 、~ ~~‘‘ 

1.965 I o.os5 
ー：

7 77 0.094 0.122 0.041 0.053 0.056 0.073 0.001 0.001 1.513 0.045 0.005 0.006 

8 58 0.162 0.279 0.022 0.038 0.094 0.162 ND 1.144 1.972 0.025 0.043 0.002 0.003 

， 51 0.204 0.400 0.030 0.058 0.102 0.200 0.001 0.002 1.107 2.171 0. 0 1 8 0.035 0.001 0.002 
10 54 0.453 0.839 0.037 0.069 0.076 0.141 0.001 0.002 1.214 2.248 0.028 0.052 ND 

a 
• -

11 73 Iり194 0.266 0.040 ¥ 0 055 1 I 0.187 0.256 O.DO I ． 0 001 1.679 2.300 0 ()38 0.052 0.005, 0.007 

12 85 () 155 0.182 0. () 2 1J (l () 24 0.083 0.099 I ND - 1.759 2 () 6 9 0.046 0.054 0.022 0.026 
l 

~ ~ 

5碑 1月 6 (i (l.[185 0.129 Q ()29 I I 0.044 0.192 0.291 ND I 0.253 03呂3 (). () 0 9 0.014 0.004 0 006 

0.002I • 0.001 2 236 0.119 0.050 0.058 0.025 0.335 0.142 5.887 2.494 0.170 0.072 0.014 0.006 

3 296 0.071 0.024 0.046 0.016 0.259 0.088 0.001 6.609 2.233 0.151 0.051 0.010 0.003 

耳E3 古向 296 0.453 0.839 0.102 0.069 0.335 0.576 0.002 0.002 6.609 2.494 0.183 0.112 0.022 0.026 

最低 51 0.071 0.024 0.020 0.016 0.083 0.073 ND 0.253 0.383 0.009 0.014 ND 

平均 l 09 ll 168 0.236 0 0 1 1 () 04召 0.175 0.193 () [) 0 1 0 001 2.289 l. 9 6 2 0.066 0.054 0.008 0 008 

攣眉 0 0 4 6 | (l (l { l S, ： 1 0. 1 8 0 
- ----.. 

114 (l ]69 0.195 0.17 4 ! 0 00 l 0.001 2.207 1 84 0. 0 6 9 0.062 0.023 0.020 

0.133 i I D.002 
，！ ー•

52 II 104 (]165 0.186 0.035 I D Dげじ 0.124 000 2 1.84 1 72, 
I - --- I 

0. () 4 7 i o. () 4 7 
i 

51” 170 0.288 0.300 0.150 0.1 2~) (l. (l (l l 0.001 1.00 1. 1 5 

50” 87 0.084 0.117 0.040 0.053 0.120 0.140 0.001 0.001 1.00 0.88 

49 // (50 年度 か ら 測定）



〈上業試験場）
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＼中測＼ ＼ ::  紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe 口Mn ・|I~ M~心Ni ・
胄 胆rn3 μg`゜／｀形ilg/吋るilg紺劣μg面％ 1 形 形

54年4月 130 0.082 0.063 0.070 0.054 0.392 0.301 0.001 0.001 2. 799 2.152 0.116 0.089 0.021 0.016 

5 137 0.106 0.077 0.236 0.172 I l.751 ! J 278 0017 0.012 3.438 2.509;。.082 0.060 ; 0.010 0.007 
6 55 0.074 0.135下印 0.0761 1. 099 i 1. 998 0.009 0.0汀］．999 1.8 1 6 | °.041 0 075 i o.007 0.01 3 
7 118 0 060 0.051, 0.067 0.057 I 0.343 I 0.291 0.001 0.001 2.772 2.348 I 0.096 0.081 0.011 0.009 
8 -85  0.1()3 0.12] i 0.064 0.075 0.403 I ()474. 0 001 0.001 2.640 3.]05 f 0.277 0.326 0.039 0.046 

—-~- 82 0.070 0.085 0.056 0.068 ~- 0.505 0.002 0.002 2.131 2.600 0.138 0.168 0.005 ~ 
IO 70 0 1[)4 0.149 ! 0.043 1 0.061 0.140 i O 200 0.007 0 010 1 589 2.271 1 0.055 0.079 ND ·— 

'|, -- -----`  ' ' -
11 82 0.041 0.050 0.048 0.059 0.514 0.627 0.002 0.002 1.860 2.269 0.044 0.054 ND -

1 2 17 0 0 1 2 3 0 . 0 72 0 . 0 8 8 0 . 0 5 1 0 . 8 7 5 0 . しり1 5 D 0 0 7 0 . 0 0 4 3 . 7 6 5 2 . 2 1 4 I o . 1 6 7 0 . 0 9 8 o . 0 4 7 0 . 0 2 s 
i --

55年 1fl ¥)2 0.034 0.0:37 0.0411 0.043 0.167 D. 182 ll.001 0.00 I り．Sl!:l5 1.082 I 0.065 0.071 0.030 0.033 
2 185 0.087 0.047 0.153 0.083 2.375 1.284 0.010 0.005 4.786 2.587 ! 0.126 0.068 0.005 0.003 

3 I ＄り 004~1 0.027 0.081 • 0.047 0.418 I ll 232 0.002 0 001 5.042 2.791 0.157'0.087 0.008 I 0.004 
最高 185 0.123 0.149 0.236 0.172 2.375 1.998 0.017 0.016 5.042 3.105 0.277 0.326 0.04 7 0.046 

最低 5り 0.0:34 0.027 ! 0.040 0.043 0.140 ! D I 82 0 DO 1 0 001 0 995 1.082 0.041 0.054 ND  / ~ 
`’←  ! 

平均 116 0.078 0.076 0.083 0.071 0. 7 41 0.657 0.005 0.005 2.738 2.332 0.114 0.105 0.015 0.004 

腿亨ご1 143 o 1 o9 0.081 1 0.085 0.059 o. 797 o 535 o 004 o 003 2 83 1.98 0.099 0.014 0.026 0.002 
52 II 143 0 072 0.053 ! 0.052 0.039 [ 0.275 0.'.211-0 002 0 002 3.11 2 29 
51,, 145 0.051 0.047 0.052 0.047 0.387 0.263 0.003 0.002 1.71 1.70 

50グ］52 0.049 0.0~~5 0.072 0.052 ] 0.320 I O 220 0 002 0.001 1 79 Ll 7 j 

49 11 148 0.045 0.031 0.140 0.105 0.730 0.467 0.004 0.002 1.66-1.27,  ~ 



表ー10 秋田湾沿岸地域（第 1回）
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＇ 項目粉塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 

測定期間単位｀ 四／m3 呵／五 ％ 呵徊 ％ 呵／可 ％ 呵徊 ％ ＇少05口671 1 形 呵／吋 粥 μ%f 形

S砂冨～4/24 56 0.147 0 26、1 0 037 0.066 0.08] ; D 14勺 O.ilOl 0.002 .018 口26 0.04 7 0.009 0.016 
男 4/24~ /21  0.134 D.632 り．019 0.090 0.041. 0 193 1 0.005 0.172 0 811 06 0.028 0.001. 0.005 

鹿 4/25~1/26'24 0.154 i 0.6日3 0 006 0.025 0.020 D 085 i¥ D - 0.334 l 1.415; 0 008 0.034 ND 1 -
-- .  ! ------

市 4/26~4/27 26 0.105 0.410 0.024 0.094 0.100 0.391 0.001 0.004 0.493 1.923 0.013 0.051 

役 4/27~4/28 13 0.082 0.641 0.014 0.109 O.Gl 8 0.141 0.001 0.008 0.145 1.133 0.005 0.039 0.01 O 0.078 

所最 高 56 0.154 0.653 0.037 0.109 0.100 0.391 0.001 0.008 0.567 1.923 0.026 0.051 0.010 O.D78 

本最 低 13 0.082 0.264 0.006 0.025 0.020 0.085 ND ~ 0.145 0.811 0.005 0.028 ND -

Ji平均 '28 0.124 0 C20'OC'20 0.077 0.052 : !) !fl I'ii 001 0.004 0.3,1? ! 1：26勺］0 I 0012 0.040 0.00月 01)2(
舎 S 53 I!JJ平J_9-」 38 0.042 !'--()11-6 . I 'o o 一2一1 o.oss 0.048 ! : o 1 31 o 002 0.004 o.::io o_o 13 0.032 0.003 0.007 

S 53.4 11 79 0.0531 0073 I i)Cll，り 0.017 0.062 ; 1J I●) 7 (i,) [) {J 1 0. 0 0 1 1. l :] - -

s;~23~4/24 60 0.033 0.0--5--日-0．り］り 0.077 0.149 I D.：：：：図（］ • 1 (］-．〔Iり1 0.002 0.6:i2 --1.0% 0-.028 0.047 0.0-0--6 --'--0-.-0--1 •一O 
男 4/24~4/25 2 4 0.044 0. 181 0.029 0.119 0.113 0.465 0.001 0.004 0.181 0.7 45 ci.007 0.029 0.017 0.070 

鹿 4 /25~4 /26 3 2 0.046 0.143 0.010 0.031 0.04 7 0.146 0.001 0.003 0.679 2.109 0.014 0.043 0.011 0.034 
市
役 4 /26~4 /27 3 5 0.023 0.066 0.020 0.058 0.022 0.063 0.001 0.003 0 469 1.352 0.014 0.040 0.003 0.009 

所 ~4／□7-～ 4-,/'2S 1 60.023 (). lこl(r] () [I ] l] 0. 1 27 0. 06 :3 L1 3 9り 0_001 0.006 o.4s5 '2 88~ _o 006 O.D38 0.006 I 0.038 

脇 I 最 r門—l | 60 0.0461 (l l B 5ロl l (). [) Hi 0.127 0.14D O 46,〕lり．（）01 0.006 0.6 18 ] 7 | ，i 0l. ロ(9 : 1 1 9 1 ! 0 028 0.047 0.017 0.070 
本最 低 16 0.0231。.0 10 0.031 0.022 0 ll63 I 0.001 0.002 0.1 0.006 0.029 0.003 O OOSJ 

支 ，平均 33 0.034 i「l.11区（）り2豆 0.082 0.079 : 0 2臼 0001 0.004 0.4 0 014 0.039 0.()()9, O 032 

所 S 53.11月平均 4 2 0.053 0.127 0.030 0.072 0.083 0.199 0.001 0.002, 1.11 2.34 0.019 0.046 0.032 0.079 

s 53, 4 II 7 0 0.063 0.095 0.014 0.019 0.052 0.072 0.001 0.001 1.22 1.68 - - - -

（注） Cd、NiのNDは 0.001四／吋未満。
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<＼ 測正期間 申位 紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 

μg/可 μg/ rn3 ，ク／夕＇ μg/ m 3 ／し^  乙／ μ凡臼 も I↓ g 、'/Ill 3 “ :r、9

ii, 9‘、‘//m  ~ 3 兌

ー［0.り0口30 i 0.049 り徊 I % | --

S54 61 0.032 0.053 0.038 0.062 0.079 0.130 0.001 0.002 0.538 0.885 0.005 0.008 4/23~4 /24_ 
..,・ー •~- ~•一

男 4 /24~4 /25 33 0.0（うl 0.184 0.022 0 [)6 6 0 142 0 429 IJ()()l 01、)03 0.239 0 722 り019 0.057 0 011 0.033 

鹿 4/25~4/26 35 0.110 0.318 0.012 0.035 0.046 0.133 0.001 0.003 0.629 1.818 0.018 0.052 ND  

4',26~ 427 I 28 0.0り8 0.34り 0.() 1 7 0 060 0 ()54 0 1 D2 ND 0 506 1.801 (] ` 0 1 9 0.068 0.001 0.004 
業
4/27~4/281 0 236 16 0.085 0.531 0.020 0.125 0.021 0 131 ND 1.4 75 0.005 0.031 ND i :―_ 

改,...  -

良
敢 声向 ， I 61 0.110 0.531 0.038 0.125 0.142 0.429 り．り（）］ n.OD3 0.629 1.818 0.030 -0. 0 6 8 [ o. O l l l -0. 0 3 3 

普 J門 ：］ 16 
0.0げ2 0.05げ 0.しi12 0.035 〇〔Iど1 0 130 ND 0 236 0.722 0.005 0 0.00351 1~ ~ | 1 ND | --・- -- -- l ~ ---

0.068 I 0.203 及 平 35 0.077 0.287 0.022 0.070 0.001 0.002 0.430 1.340 0.018 0.003 0.009 

所 5 日：3.11月平均 ＇ 36 I Q.り87 0.23り 0.〔128 0 (] 7 ] 0. [) g g 01呂7 り001 (). [) {] 2 0 47 1 29 0.014 0 039 i 0.008 0.021 
I ~--— 

「s，'95]3、’34~-l ”/_l 24 1 84 0.046 0.099 0.020 0.024 0.053 0. 口01 0.001 1.56 1.67 ーニ

4 文3 65 0.(11り 0.日2り 0．［＼し：：8 0 ()5区 or)日り 0 02 () () []3 0 601 [) 920 0 036 0.055 0.003 0 005 

天 4/24~4/25 34 0.011 0.032 0.020 0.059 0.214 o.628 I 0.001 0.003 0.175 0.513 0.015 0.044 0.005 0. 0 1 5 
l 

~...~ ト― 1,  ， 

4/25~」/9、26 22 I i 0.りげげ 0.147 0.010 0 1-l l臼 O O!) 7 0 ()31 (). (] 0 1 0 OCl4 D 239 1.067 0 010 0 045, ND 
王

I 

4/26~4/271 28 ! 0.014 0.050 0. 0 1 8 0 064 0 019 0 067 0 001 0 004 0 373 1.323 O.Q15 0.053 ND  
4/刃～4 ／28 1 I。.l S {) 

j 

--N--D i I― ー
小

12 1. 9]8 g 0.018 0.151 0. 0 () 2 0.017 (]. [] [l l 0.008 0.125 1.050 0.003 0.025 

畏高 I 65 I 0.1呂9 1. : B B 0. [) 3g 0.1□ 1 〇ど］1 0 G28 0 () 0 2 ().(]()8 [) (iり1 l. ]23 0 036 0 055 () 0 0 5 | 0. 0 1 5 
！ 

l ••一 ： ~ ••• ・ ； 

邑子 最 低 12 0.011 0.032 0.010 0.045 0.002 0.017 0.001 0.003 0.125 0.513 0.003 0.025 ND 

平 均 32 l 0.CIり3 O.::l69 0.0こl 0.075 0.1.162 
0 17 口9I 0.00］1 ＿ (). () () 4 (l. 3 () 3 〇り75 0 016 0.044 () 00 1 0 004 -------,- - 「一 9 -

校 S 53.11月平均 37 0.058 0.158 0.028 0.073 0.074 0.19 0.003 0.40 1.08 0.034 0.105 0.006 0.016 

s :53 4 9/ 97 0.066 0.り呂2 0.り］3 0.013 0 06,1 0 065 り001 り．001 1 93 1.90 



表ー11 秋田湾沿岸地域（第 2図）
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-

息贋 I1測定期間

紛塵総量i ＇ 
I 

＇ I 
項目 Cu Pb ． Zn Cd Fe Mn Ni 

i 

単位 臼／可i 冤は9/m3 且g/m3： 
！ 

% I払9/五且g/m3 乞 坦i／日 冤 O// O I； 且g／吋 ％ 四／可 粥
‘ 

： 

予賛12
， 

0714; ND 11/13 14 り121 0 864 0 024 0.171 0 028 0200:l 0001 0.007 0.100 0.002 0.014 

男 111/13~11/14' 20 1 o 057 1 o.2s5 0.017 I 0.085, 0.107 0.535 0.001 0.005 0.162 • 0.810 ND• I 0.003 0.015 ； 

鹿 11/14~11/15 20 O.G76 I l O 380 0.011 0.055 0.026 I o 130 ND 0.097 i O 485 1 I ND j I 0.001 0.005 

市 11/15~11/16 29 0.121 0.418 0015 0.052 o.os1 I o 116 1 0.001 り．003 0.133 0.459 0.001 0.003 0.004 0.014 
！ 

0.320 I 0.914 I 0.004 I 0.011 役 11/16~11/17 35 0 117 0 334, 0.023 0 066 I O 037 0 1り6 0 001 0.003 ND 

舌匡 I I 0.121 1 o.ss4 1 o 024 
， 

0.320 i 0.9141 0.004 j 0.011 
所

耳芦支 35 0.171 0 1り7 0 535 0 001 ! 0.007 0.004 0. 0 1 5 

l I 0.057, l 0 285 0 I 06 I ND ; 
l 
0.459 ： l ND ； ＇ 取三 低 14 〇り11 0 052 0.026 0.097 ND 

本 ，平
均 | 24 0.0981 0 456 !, 0.018 ! 0.086, 0.050 I 0.229'0 001 : 0 004'0 162 0 676 0.001 i 0.003 0.002 0.010 

庁 S 54. 4月平均 0 124 j 0.520 o 191 ; o oo 1 I o 0041 o 342 
， 

28 o 020 1 o on I o os2 1.260 i 0.012. I 0.040 0.005 0.020 

舎 I 53.11 I/ 38 0.042 0 116 0 021 i | 0.068 0.048 0 131 0 002 0.004 I ， 0.30 | 0.77. 0.013 。嶋032 0.003 I ! 0.007 
： 

0.017 ! 0 062 i O 076, 0 001 ! 0 001 1 1 13 f 
； 

53. 4 II 79 l 0.053, 0 073 • O.D!S 1.38 i i 

賛}12~11/13 l 3 0 098 ! 0 754 0 007 • 0 054 0011 0 085 ND 0.101 i 0.777: ND 0.001 I 0.007 

男 11/13~11/14! 1 7 0 041 ! 0 241'0 013 0 076 0 069 j 0.406 i ND I i O 123 0.724 I ND. 0.007 i 0.041 
： 

鹿 11/14~11/15l 〇り89;0.494 I O 013 ! 0.072: 0.030 ! 0.167 ND I i ； 0.201 1.117 
； 

18 ND 0.002 0.011 

市 '11/15~11/16 27 , 0.138 0511 I 00151 0.05610053 0 196 I ND 1 0_402 i 1.4sg I 0.001 0.004 0.001 0.004 

役 I11/16~11/17,' 0.119 0.07410030, 0.077 ! ND ! 
： 

1.231, 0.005 I 0.013 I 0.002 i 0.005 39 0 305 0 029 0.480 

所 耳巳ヨ叉 高 39 
'I  I 

0 069 0 406 ND 0.480 ! 1.489 i j 0.005 0.0131 0.007 j 0.041 0 138 1 0 754'0.029 • 0.076 

脇＇ 最 低 13 0.041 0 241 0.007 0 064 ; 0011 0 077 ND , 0.101 0.7241 ND I i 0.001 0.004 

本 平 均 23 0.097 I 0.461 0.015 0.066 0 039 0186 ND 0 261 1.06s • o oo 1 i 0.003 i 0.003 0.014 
i 

＇ 
支!S 54 4月平均 33 , 0 034: 0.118 I O 025 I O 082 0 079 0 265 0001 0 004 0.487 1.636 ! 0.014 0.039 : 0.009 0.032 

所： 53 11 II 42 i 0.053 0.127'0 030 i 0.072 0 083 り199l I 0.001 0.002 1.11 i 2.34 I 0.019 0.046 i 0.032 0.079 
i 

| ~ 0 063 0.095i • on14 nnrn・ nり52 0.001 I I 1.68 53. 4 II I 70 日072 0001 1.22 ： 

（注） Cd、Mn、N1 のNDは0.00]豆日未満
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測地

定点
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鹿
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業

改

良

普

及

所

天

王

小

邑子

校

ミ
測定ニ期間： 項目

単位
‘̀・ 

S 5 ［ Ll」 12~11/13
11/13~11/14 

11/14~11/15 

1 1 / 1 5~11/16 

11/16~11/17 

最 高

最 低

‘IÎ 均

s 511. 4月平均
53.11 II 

53.4 I/ 

心1154/―12~11/13 

11/13~11/14 
--・ 

l l /14~11 /15 

11/15~11/16 

11/16~11/17 

蚊 一向‘ ・

最 低

平 均

S 54. 4月平均

53.11 /I 

53.4 II 

紛瞑総量

四／吋

l 5 

20 

2 l 

42 

51 
・---・ 
51 

20 

30 

,) ');「) 

36 

84 

1 5 

16 

1 7 

12 

33 

33 

12 

19 

32 

37 

97 

Cu I Pb Zn 

四／吋 ％ 四／吋 ％ 鴎徊

0.044 0.293 0.010 0.067 0.020 

0.041 0.205 0.040 0.200 0.081 

0.022 0.105 t• 0.017. I 0.081 0.037 
0.011 0.026 0.011 I 0.026 0.032 

0.070 0.137 0.060 0.118 0.156 
・-・ 

0.070 0. 2 9 3 0.060 [)200 0.156 

0.011 0.026 0.010 0.026 0.020 

0 038 0.153 0.028 0 098 0 065 

0.287 ，I ． 0.022 
t -

(¥ 07 7 0.070 0 068 

0.087 0.239 0.028 0.077 0.068 

0.046 0.059 0.020 0.024 0.053 

0.077 0.513 0.013 0.087 0. 0 1 8 

0105 0.656 0.006 0 038 0 148 

0.047 0.276 0.010 0 059 0.072 

0.096 0.800 0.009 0.075 0.019 

0 076 0.230 0.022 0 067 0 037 

0.105 0.800 0.022 0.087 0.148 

0.047 0.230 0.006 0.038 0.018 

0 080 0.495 0.012 0 065 0 059 

0.053 0.369 0.021 0.075 0.062 

0 058 0.158 0.028 0.073 0.074 

0.066 0.082 0.013 0.013 0.064 

Cd Fe Mn Ni 

％ 四／吋 ％ 四／m3 ％ 四／ni' ％ 四／吋 ％ 

0.113 ND I 0.140 0.933 ND 0.002 0.013 

0.405 ND 0.195 0.975 ND 0.008 0.040 

0.176 0.001 0.005 0.148 0.705 ND I 0.004 0.019 

0. 0 7 6 0.00] 0.002 0.166 0.395 ND 0.009 0.021 

0.306 0.001 0.002 0.625 1.225 0.012 0.024 0.002 0.004 

0. 4 0 5 0.001 0.005 0.625 1.225 0.0121 0.024 ! 0.009 0.040 

0.076 ND 0.140 0.395 ND 0.002 0.004 

0.219 0.001 0.002 0.255 0 847 0.002 0.005 0.004 0.019 

0.002 I -0_430 
---

0.203 0.00] 1.340 0.018 0.051 0.003 0.009 

0.187 0.001 0.002 0.47 1.29 0.014 0.039 0.008 0.021 

0.061 0.001 0.001 1.56 1.67 
し●

0.120 ND 0.121 0.807 ND 0.001 0.006 

0.925 0.001 0.006 0 088 0.550 ND 0.013 0.081 
＇ 

0 424 ND 0. 1 24 0.729 0.001 0.006 0.009 0.053 

0.158 ND 0.096 0.800 ND 0.002 0.017 

0.112 ND I o 357 1.082 0.011 0.033 0.001 0.003 
-

I 

0.925 0.001 0.006 0.357 1.082 0.011 0.033 0.013 0.081 

0.112 ND 0.088 0.550 ND 0.001 0.003 
--

0.348 ND 0.001 0 157 0.794 0.002 0.008 0.005 0.032 

0.170 0.001 0.004 0.303 0.975 0.016 0.044 0.001 0.004 

0.199 0.001 0.003 0.40 l.08 0.034 0.105 0.006 0.016 

0.065 0.001 0.001 1.93 1.90 



表ー13 鹿角郡小坂地区（第 1回）
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〗測定期間 項旦 紛塵総量 Cu Pb Cd 
！ 

Zn Fe Mn Ni 

単位＼ 呵／rn3 四命 形 収合 兜 μ%f | ,、 `f  | 劣 四／m3 ％ 呵令3 ,、 四／m3 ％ 

s屁4/11~6/12 
i 

0.200 I i 0.542 6 l 1 I 37 0 056 0.152 0.059 0.1 0I . 0.002 0.005 0.622 1.686. I 0.012 0.033 0.019 0.051 

6 /12~6 /13 29 0.233 0.803 0.037 0.128 0.081 0.279 0.001 0.003 0.796 2. 7 45 i 0.046 0.159 0.080 0.276 

l I 6 /13~6/14 
： ： 

o.554 I 0.006 1 o.o 15 2.691 I o.093, 0.232 40 0.312 0.778 0.351 0.875 0.222 1.079 0.152 0.380 

細 6 /14~6 /15 45 0.330 0.735 0.412 0.918 0.201 0.448 0.009 0.020 0.878 1.955 0.022 0.049 0.061 0.136 

! 6 /15~6/16 60 0.233 0.388 0.216 0.359 0.151 • 0.251 0.005 : ； 0.008 1.059 1.762 ! 0.043 0.072 0.076 0.127 

最 高 60 0.330 0.803 0.412 0.918 0.222 0.554 0.009 0.020 1.079 2.745 0.093 0.232 0.152 0.380 

耳芦 低 29 0.200 0.388 I 0.037 0.128 0.059 0.160 0.001 0 003 0.622 1.686 0.012 0.033 0.019 0.051 
！ ］ 

l 

2.16s I 0.043 平 均 42 0.262 0.649 0.214 0.486 0.143 0.338 0.005 0.010 0.887 0.109 0.078 0.194 

S 53年8月平均 65 0.267 0.411. | 0 687 1.057 0.030 I I 0.046 0.008 0.012 0.964 1.4831 0.028 0.043 0 010 0. 0 1 5 

越 S 52年6月平均 I 66 I ＇ 0.655 0.119I | ! 0.174'I 0.004 0.007 0.83 1. 1 1 | 0.403, I 0.661 I ・, 0.457 
I 

S 51年 6月平均 52 0.081 0.157 0.09 0.16 0.065 0.125 [ 0.003 0.005 
I 

S 50年6月平均 I 25 0.356 I 1.424 0.20 0.80 欠 i 測 ! 0.010; 0.040 0.40 1.60 ; I ! 

S 49年 5月平均 105 0.415 0.395 0.31 0.30 0.25 0.24 0.009 0.009 I I 

S654 /]1~6 /12 30 0.173 0.577 ! 0.402 1.340 0 207 o.69o I 0.001 : 0.023 0 715 2.383 [ 0.045 0.150 0.086 0.287 

6 /12~6 /13 26 0.497 1.912 1.235 4.750 0.329 1.265 i 0.022 0.085 1.180 4.539 0.0241 0.092 i 0.093 0.358 

あ 6 /13~6/14 6 1 1.305 2.139 6.718 11 01 1 662 2.725 ! 0.125 0 205 2.067 3.388 I 0.034 ! 0.056 0.057 0.093 
l i ： 

0.449 (0.788 j 2.107 
， 

2.6681 0.028 0.049 I ¥ 0.030 6 /14~6/15 57 3.697 0.683 1.198 0.02s I 0.049 1.521 0.053 

け 6 /15~6/16 77 0.550 0.714 ! 4.904 6.369 0.933 1.212 0.070 ! 0.091 2.701 3.508 ! 0.046 0.060 i 0.055 0.071 

最 高 77 
i,  

11 01 1.662 2.725 I 0.125 0.005 2.701 4.539 I 0.046 0.150 0.093 0.358 1.305 I I 2.139. I 6.718 



最 低 26 0.207 i 0.690 
| 1 

| 

0.715 I 2.383 
I 

ぱ

の

台

平 均

S 53年 8月平均

S52年 5月平均

S 51年 6月平均

S 50年 6月平均
I 

S4り年 5月平均

50 

58 

80 

64 

51 
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1

1
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4

0

6

3

 

．

．

 

0

3

2

0

 

2.83 l 
： 

！ 

19 

1.34 

1.75 

2.48 

o.763 I 1.418 

0.055 I 0.095 

9

6

7

1

 

7

4

4

9

 ．
．

 

1

3

0

-

0

 

.

.

 

―
 

o

o

-

―

―

-
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9

6

4

4

 

2

0

2

0

 

1

2

0

1

-

ni

o
 

0.001 I 0.023 

0.050 

0.042 

0.005 

0.020 I 

0.015 

0.091 

0.072 

0.009 

0.032 

0.029 

I 

0.024 ¥ 0.049 

1.637 

1.310 

2.10 

1.56 

3.297 

2.259 

2.35 

3.06 

0.035 

0.023 

0.081 

0.040 

！ 

0.030, 0.053 

］`―-0．172 
0.010 ! 0.017 

0.116 

|

3

4

ー

S54 
6 /11~6 /12 

6 /12~6 /13 

：口ぶ～（う竺

6 /14~6 /15 
集

4

3

 

6

6

 

1

1

 

ni

o
 

一

6

1

 

4

3

 

0

0

 

o
i

o~ 

0.102 

会
6 /15~6 /16 

最

場トー一
蚊

尚

55 

0.068 I 0.243 

0.025 I 0.132 

低
＿
均

＇
＿
＿
 

0.2391 0.435 

仁

J
L
3
 

1 9 

34 

8

5

9

 

5

3

7

 

]

4

6
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．
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0
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6
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欠

欠

郎

-63

O

D

 

_1~

—i,t

1 

O

D

 

5

5
J
 

3

3

 

oi

o5 

0.0021 0.007 

0.001 0.005 

0.520 

0.295 

1.857 

1.553 

： 
測

3

1

 

6

2

 

1

3

 

．
 

0

0

 

|

-

―

 

1

2

 

3
0
4
 

0

1

 

0

0

 

0.200 I 0.364 

0.200ロ
0.025 I 0.132 

0.008 

0.008 

0.001 

測

0. 0 1 5 

0.015 

0.005 

1.519 2.762 0.022 I 0.040 

1.519 

0.295 

2.762 

1.553 

。。ロニ
／ o 022 I 0.046 
I 
0.037 0.007 0.0121 0.063 

平 o.098 I 0.246 0.004 0.009 0.778 2.057 0.014 0.041 0.033 l 0.101 



〖＼口項目紛塵総量 l Cu I Pb 「―言「―ゴ cd 

点，測定期間単嬰 ぽ／可！杜％ 冤 ｀サi彩:/1%f 冤 叩廿 名□/12 33]109ニー330□□ロロロl()()2
'」 ,6/12~6 /13 [ 4 5 I 0.180 I 0.400 [ 0.260 [ 0.578 [ 0.153 I 0.340 I 0.002 

□□□ ：ロニ：口：ロロ
民＇／二 05：

3
 
4
 

四％f

1.164 

0 885 

3
可
．
，
＇

—
—
'
)
こ

74 り［

0.046 

0.024 

0.006 

0.004 

Fe 

`] 
0.778 I 2.358 

I 

1.836 I 4.080 

o/  
/Ci 

¥IIn 

0.023 

0.075 

0.070 

0.167 

Ni 

0.080 

0.050 

％ 

0.242 

0.111 

0.070 

0.037 

。*077

2.202 

1.99 l 

3.336 

3.063 

0.03.5 

0.041 

() 05 3 

0, 0 6 3 

0.016 

0.075 

2. 3 4 6 3. 2 1 4 0.042 0.058 
、、一—•ー ： ー・ーー ： 一， l -

2.346 I 4.080 I 0.075 

―、 l --

0.027 

0.021 

0. 1 1 5 

0.037 

0.167 o.oso I o.242 
丁

0.004 i 0.778 I 2.358 I 0.02~~ 
I 

一、一

1 34 | 3 2 10] () ()43 

0.019 

1. 8 

1.311 1.772 I 0.025 
i 

0.()53 
ー←ヽ。*082
0.034 

o.o 16 I 0.037 
---・一• I →一

(l. 0 5 () 0.106 

Cl.007 I 0.009 



表ー14 鹿角郡小坂地区（第 2回）
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1

 

， 、測定期¥間 項単~位目～ 紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe Mn I Ni 
--

μ紗’五 μ%i 形 μ%i 形 呵令f ％ 咬／m3 % 呵／吋 ％ 旺／吋 ％ 坦怜f ％ 

序計15~10/16 63 0.196 0.31 l 0.993 1.481 0.334 〇̀530 0 015 0.023 1.512 2.400 0.028 0.044 0 046 0.073 
10/16~10/17 68 0.471 0.693 1.668 2.453 0.463 0.681 0.024 0.035 1.160 1.706 0.012 0.018 0.008 0.012 

10/17~10/18 51 0.221 0 433 0 800 1 569 0.240 0 471 0.009 0 018 0.659 1.292 0.006 0.012 0.003 0.006 
l → 

i I 

細 10/18~10/19 74 0.156 0.211 0.212 0.286 0.136 0.184 0.004 0.005 1.062 1.435 0.009 0.012 0.003 0.004 
I 

i 

10/19~1D /20 21 0.165 0.786 0 023 0.110 0 017 0.081 ND 0.188 0 895 ND 0.006 0.029 

最 高 74 0.471 0.786 1.668 2.453 0.463 0.681 0.024 0.035 1.512 2.400 0.028 0.044 0.046 0.073 
一、

最 低 21 0.156 0.211 ° ・ () 2 3 0、11 0 0017 0 081 ND 0. I 88 0.895 ND 0、003 0.004 

平 均 55 0.242 0.409 0.727 1.180 0.238 0.389 0.010 0.016 0.916 1.546 0.017 0.011 0.013 0.025 

1 S 5_ 4. 6月-卓均 1 

r-

42 0.262 0.64り 0 211 0 486 0.143 0.338 0 005 (). () 1 0 0.087 2.168 0.043 0.109 (J. 0 7 8 0.194 

53.8 II 65 0.267 0.411 0.687 1.057 0.030 0.046 0.008 0.012 0.964 1.483 0.028 0.043 0.010 0. 0 1 5 
'-- ， 
越 52.6 II 66 0.403 O.fifi 1 0.457 0.655 0 119 0 174 0 004 0.007 0.83 1.11 

51. 6 II 52 0.081 0.157 0.09 0.16 0.065 0.125 0.003 0 005 欠 測
＇し L— 1----- '-

50.6 // 25 0.35ti 1.424 り．20 0.80 欠 測 0.010 0.040 0.40 1.60 

脅~15~10/16 59 0.288 0.488 3.906 6 620 0 580 0 983 0.060 0 102 0.955 1.619 0.006 0_010 0.006 0.010 

あ 10/16~10/17 64 0.882 1. 3 7 8 7.456 l l.65 1.183 1.848 0.076 0.119 2.035 3.180 0.017 0.027 0.006 0.009 

1ナ 10/17~10/18 65 1.110 1.708 7.432 1143 1.360 2 092 0 152 0.234 1.986 3.055 0.020 I 0.031 0.014 0.022 ,_ 

ぼ 10/18~10/19 22 0. () 5 6 0.255 0.180 0.818 0.065 0.295 0.002 0.009 0.398 1.809 0.003 0.014 0.004 0.018 

10/19~10/20 23 0.394 1. 7 1 3 2.820 12.26 0 434 1.887 [] 0 51 0.222 0.606 2.635 ND 0.003 0.013 
の

蚊 高 65 1.110 1.713 7.456 11.65 1.360 2.092 0.152 0.234 2.035 3.180 0.020 0.031 0.014 0.022 
ムロ

0.009 最 低 22 0.056 0.2S5 0.180 0 818 0.065 0 295 0.002 0 009 0 398 1.619 ND 0.003 
＇ 

平 均 47 0.546 1.108 4.359 8.556 0.724 1.421 0.068 0.103 1.828 2.460 0.009 0.016 0.007 D.014 

（注） Cd、MnのNDはO.OOlJJ.,影面未満
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測蜻 項目紛塵総量 C u Pb Zn Cd Fe Mn Ni 

I 声i~•測定期間単位‘ 呼／吋 μ9%f 冤 吟召 ％ 呵／団 ％ 豆徊 ％ 呵／面 ％ lり／吋 冤 呵徊 ％ 

ぁ S 54. 6月平均 5 0 0.595 1.226 3.086 6.633 0.763 1.418 0.050 0.091 1.637 3.297 0.035 0.081 0.064 ~ 
け 53.8,, 5 8 0.459 0. 791 2.685 4.629 0.055, 0 095 0 042 0.072 1.310 2.259 0.023 0.040 0.010 0.017 

-·—一ャ·` つー:: I *・っ

(:l' 52. 6,, 80 0.219 0 351 0 374 0.041 0.129 0.179 0.005 0.009 2.10 2.35 

合の 51. 6 " 6 4 0.382 0.664 00.83 1.34 0.206 0.346 0.020 0.032 欠 測

50 6 11 I 51 0.793 1.555 00 89 1.75 00.24 0.447 0055 0.029 1.56 3.06 

←ー一粗砂15~10/16 6 3 0.284 0.451 1.518 2.41 o o.363 o.576 0.023 o.037 1.193 i894 0.009 0.014 o.oos' 0.008 
| 1 0/ 1 6~10/17 8 0 0.628 0 785 2 932 3.665 0.617 0 771 0.045 0.056 2. 000 2. 500 0.027 0.034 0.009 0.011 
向・ 一
10/17~10/18 4 4 j 0.199. 0.452 0 569 1.293 0.17 0 l O 386 0 009 0.020 1.100 1 2.500 0.010 0 023 0.004 0.009 

陽 10/18-10/19 3 8 0.606 1. 595 2.287 5.995 0.4 71 1.239 0.046 0.121 1.304 3.432 0.006 O.Ql 6 0.004 0.011 

10/19----10/20 21'0.286 1 362 1163 5.5:38: 0.29区[ I 390 り024 0 114 0.330'1.571 ! ND  - 0.0(1:3 0.014 

会＼最高 80 0.628 1.595 2.932 5.995 0.671 1.390 0.046 0.121 2.000 3.432 j 0.027 0.034 0.009 0.014 

叫ー最 低 21 0.199 0451 0569 1.293し 0.11010~_0009/ 0020 ~竺゜！1.571 ND  - 0.003 0.008 
1平均 49 D.401 0929 1694 3.780 0.38:3 0872 0029 0070 1.185 2.379 0.010 0.017 0.005 0.011 

S 54. 6月平均 3 4 0.194 0.679 0.142 0.321 0.098 0.246 0.004 0.009 0. 778 2.057 0.014 0.041 0.033 0.1可

箭少15~10/16 99 0.475 0」80 2 185 2.207 0.451 0 456 0 032 0.032 2.245, 2.268 0 029 0.029 0.006 0.006 
］ , --•, • ! 

小 10/16~10/17 1 09 0.505 o.163 2.204 2.022 o.542 0.497 0.02s 0.020 2.87B I 2.639 0.043 o.039 0.006 0.006 

10/17~10/1s 135 I o.6441 o.411 0.121 o.534 0.413 o.306 0.006 0.004 3.502 2.594 0.046 0.034 0.013 0.010 
坂 10/18~10/19 欠凰l] | 

町 10/19~10/20 2 6 0.295 1.135 0.082 0.3151。.067 0.258 0.004 0.015 0.259 Q9% ND  - 0.004 O.D15 
公最 高: 13 5 1 o.644 1 1 135 2 204 2. 201 I o.542 o 497 () 032 o 032 3.so2 2.639 0.046 0.039 o.o 13 0.01 s 
民~i最-- 低 26 0.295 0.463 0.082 0.315 0.067 0.258 0.004 0.0011 0.259 0.996 l ND -- 0.004 0.006 

］ 均 92 0.480 0.639 1.298 1.270 0.368 0.379 0.018 0.019 2.221 2.124 0.030 0.026 0.007 0.009 

記 () }-l平均! 56 0.444 i O 712 1525 2.2り7 0.450 -0.643 ()026 0.039 1.831 [ 3.210 I O 043 0.082 0.05() 0.106 
8 II 7 4 0.406 0.549 1.051 1.420 0.034 0.046 0.014 0.019 1.311 1. 772 0.025 0.034 0.007 0.009 



表ー16 山本郡八森地区
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璽測 項目 紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 
---— 

測定期間 単筵 四／吋 四兄d 形 瓜パn3 彩 呵／対 ％ 腐竹i ％ 四兄i ％ μ紗‘m3 形 四／可 ％ 

S5今／23~7/24 30 0.135 0.450 0.214 0.713 0.084 0.280 0.002 0.006 0.124 0.413 0.003 0.010 0.009 0.030 

観 7/24~7 /25 32 0 177 0.553 0.570 1.783 0.053 0.166 0.004 ! 0.013 0.252 0.788 0.006 0.019 0.006 0.019 

7 /25~7/26 l 7 0.114 0.671 0.272 1.600 0.024 0.141 0.002 0.012[ 0.158 0.929 0.002 0.012 0.017 0.100 

海 7/267/27 1 8 0.1 l 3 0.628 0.194 1. 0 7 8 0 017 0.094 0.001 0.006 I 0.19s 1.083 0.002 〇.011 0.006 0.033 
←ヽ ヘー▼

! 7 /27~7/28 23 0.154 0.670 0.061 0 265 0 ()34 0.148 0.001 0.004 0.126 0.548 0.001 0.017 0.012 0.052 
→ヽ ’̀→ 

小 最 高 32 0.177 0.671 0.570 1.783 0.084 0.280 0.004 0.013 0.252 1.083 0.006 0.019 0.017 0.100 

最 低 1 7 0.113 0.450 0.061 0.265 0.017 0.094 0.001 0.004 0.124 0.413 0.002 0.010 0.006 0.019 
A 子
平 均 24 0.139 0.594 0.262 1.088 0.042 0.166 0.002 0.008 0.171 0.752 0.003 0.014 0.010 0.047 

昭和53年度平均 41 0.067 0.163 0.365 0.890 0.045 0.110 0.002 0.005 0.058 0.141 
校

I/ 52 ／ヽ 6 2 0 1 9 5 0.315 0.416 0 671 0 053 0.085 0.002 0.003 0 527 0.850 

II 51 ‘’ 35 0 243 0.694 0.10 0 286 () 02 0.057 0.001 0.003 0.54 1.543 
l -S5 土I 41 i I 、 0.303 0.739 1.188 2 898 0 l 75 0.427 0.004 0.01 0 → -I I ~0.-2-85 0.695 0.006 0.015 0.026 0.063 
9 /23~7/24 
7 /24~7/25 47 (l. 1 5 2 0.323 2.575 5 4 7 9 i o. 1 () 8 0.230 0.026 0.05.5 0.438 0.932 0.008 0.017 0.007 0.015 

八 I

•~ 

7/2合 7/26 36 0.114 0.317 2.738 7.606 0.117 0.326 0.022 0.061 0.630 1.750 0.013 0.036 0.005 0.014 

7/2合 7/27 40 0.234 0.585 0.188 0.470 0.060 0.150 0.001 0.003 1.359 3.398 0.005 0. 0 1 3 0.009 0.023 

森 I 7/27~7 /28 30 0.268 0.893 0.400 1.333 0.041 0.137 0.002 0.007 0.295 0.983 0.005 0.017 0.002 0.007 

最 高 47 0.303 0.893 2.738 7.606 0.175 0.427 0.026 0.061 1.359 3.398 0.013 0.036 0.026 0.063 

町 最 低 30 り］14 0.317 0.188 0 470 D 041 0.137 0.001 0. 0 0 3 0.285 0.695 0.005 0.013 0.002 0.007 

‘I' 均 38 0 214 0.571 1.418 3.557 0 I 00 0.254 0.011 0.027 0 601 1.552 0.007 0 020 0.010 0.024 

役 1昭和53年度平均 130 0 172 0.132 0.726 0.558 0 108 0.083 0.0031 0.002 0.438 0.337 

i I // 52 " 92 I 0.16s 0.179 2.133 2.318 0.108 0.117 0.008 0.009 0.856 0.930 

場
II 51 ／ヽ 38 I 0.034 0.089 0.17 0.447 0.03 0.079 0.002 0.005 0.68 1.79 

II 50 ／ヽ 28 0.008 0.286 0.44 1.571 0.11 0.392 0.003 0.011 

II 49 II 78 0.069 0.088 2.49 3.192 0.13 0.167 0.003 0.004 
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表ー18 秋田市飯島地区

4
0
 

測均 項目 紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe l¥.:n Ni 

定点 測定期間 単位、 呵／m3 吼／吋 ％ 呵／吋 形 呵／五 ％ 呵／吋 ％ 叫俯 形 呵／吋 形 悶／五 形

,_ Sl5~21~1 /22 35 0.061 0.174 0.079 0.226 1.069 3.054 0.012 0 034 0.076 0.217 0.005 0.014 0、001 003 

l /22~1 /23 18 0.069 0.383 0.021 0.117 0.402 2.233 0.007 0.039 ND 0.004 0.022 0.033 183 
飯
1 /23~1 /24 39 0 037 0.095 0.049 0.126 1.146 2.938 0.010 0.026 0110 0.282 0.025 0、064 0.002 005 
旦

・コ~← 

1 /24~1/25 42 0.036 0.086 0.043 0 102 l.563 3.721 0.016 0.038 ND 0.017 0.040 0、005 012 
製
1 /25~1 /26 41 0.027 0.066 0.052 0.127 1.512 3.688 0.016 0.039 ND 0.021 0.051 0.015 0.037 

錬 最 高 42 0.069 0.383 0.079 0.226 1.563 3.721 0.016 0.039 0.110 0.282 0.025 0.064 0.033 0.183 

所 最 低 18 0.027 0.066 0.021 0.102 0.402 2.233 0.007 0.026 ND 0.005 • 0.014 0.001 0.003 

敷 平 均 35 0.049 0.161 0.049 0.140 1.138 3.127 0.012 0.035 0.037 0.100 0.014 0.038 0.011 0.048 

地戸 54.3月平均 85 Cl 089 0.105 0.097 0.114 1.422 1.673 0.049 「I 0.058 0.76 0.89 0.056 0.066 I o.o 12 0.014 

j:g 兄 Is s3. 3 ／／ 46 0.081 0.117 0.080 0.175 2.088 4.569 0.02() 0.043 0.38 0.83 

S 52 3 99 263 0 031 0.012 0.077 0 029 0 327 0.124 0.002 0 001 0.63 0.24 
界
S 51. 3 99 7 1 0.055 0.080 0. 0 7 0.095 D.92 1.243 0.011 0.015 0.51 0.69 

S 50. 3 ‘’ 95 0.063 0.058 0.10 ! 0.105 0.90 0.947 0.021 0.022 1.68 1. 77 

S155 /21~1 /22 46 0.079 0.172 0.039 0.085 0.593 1.289 0.009 0.020 0.062 0.135 0.004 0.009 0.006 0.013 

同 1 /22~1 /23 24 0.066 0.275 0.012 0.050 0.360 1.500 0.003 0.013 0.079 0.329 0.003 0.013 0.020 0.083 
和
1 /23~1/24 0.003 鉱 48 0.121 0.252 0.069 0 144 1.032 2.150 0.012 0.025 0.102 0.213 0.014 0.029 0.006 

夏 1/24~1 /25 45 0 139 0.309 0.037 0.082 1 183 2.629 0.011 0.024 ND 0.010 0.022 0.003 0.007 

恨秋 1 / 2 5 ~ 1 / 2 6 46 I o 209 0.454 0.057 0 124 1 087 2.363 0.008 0.017 ND 0.017 0.037 0.014 0.030 

田 取亘 高 48 0.209 0.454 0.069 0.144 1.183 2.629 0.012 0.025 0.102 0.329 0.017 0.037 0.020 0.083 
工
最 低 24 0.172 0.012 0.050 0.360 1.289 0.003 0.013 0.003 0.009 0.003 0.006 

場
0.066 ND 

平 均 42 0.123 0.292 0.043 0.097 0.851 1.986 0.009 0.020 0.049 0.135 0.010 0.022 0.009 ・0.028 



|

il
ー

； 項目 紛塵総贔 Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 

測定期間単位‘ 殷y対 叫乃n3 ％ J1,翫吋 ％ 叫g/対 ％ 例y対 ％ J.l,少’吋 形 叫yrri' ％ 呵／対 ％ 

S1 5/5 21~1 /22 41 0.041 0.100 0.020 0.049 0.108 0.263 ND ND  ND  0.009 0.022 

日 1 /22~1 /23 25 0.038 I O 152 0.018 0.072 0.230 0.920 ND ND  0.001 0.004 0.001 0.004 

0.059 I 0.151 0.055 i O J 41 
・- ..-

石
1 /23~1 /24 39 0.489 1.253 0.006 0.015 0.063 〇.162 0.013 0.033 0.032 0.082 

1 /24~1 /25 33 0.032 0.097 0.017 0.052 0.087 0.264 ND ND  0.001 0.003 0.007 0.021 
加
1 /25~1 /26 43 0.024 l 0.056 0.014 0.033 0.035 0 081 ND ND 0.005 0.012 。.011 0.026 

... i 
」： 0.055 | l I O Jill 0.489l • 1 253 0.006 I 0.015 

： 
〇̀03210.082 取自 高 4 :-} 0.059 0 1,5 2 0.063 I O 162 0.013 。.033

＂―-ー一▼

i ： --.. :..-- --

耳亘 低 25 0.024 0.056 0.014 0.033 0.035 0.081 ND ND  ND  0.001 0.004 

平 均 36 0.039 0.111 0.025 0.069 0.190 〇.556 0.001 0.003 0.013 0.032 0.004 0.010 0.012 0.031 

S1 5/521~1 /. 22 35 0.027 0.077 0.022 0 063 0.154 () 440 O.OD2 0 006 ND 0.007 0.020 0.006 0.017 
: 

1 /22~1 /23 28 0.049| ; 0 175 0.012 0 043 0.085 I O 304 NO ND  0.00(:i 0 021 ND 

職 1 /23~1 /24 40 0.033 0.083 0.025 〇.063 0.177 0.443 ND ND  0.015 0.038 0.011 0.028 

1 /24~1 /25 25 0.012 0.048 0.011 0.044 0.066 0.264 0.001 0.004 ND  ND  0.004 0.016 
―・ •~ I 
業 0. 0 0 6 ] I (l C1 2 1 

， ； 

1 /2:i~1 /26 口り 0.005 01)]7 0.074・・ I : 0 255 ND ND  0.008 0.028 0 001 0.003 

最 高 4 1) 0.049 [J.175 0.025 O.C163 0.177 IJ/143 0.002 i (l.006 ND 0.015 0.038 0.011 0.028 

訓 取亘 低 25 0.006 0.021 0.005 0.017 0.066 0.255 ND  ND ND  ND  

平 均 げ1 0.02ロ ［）り81 0.0 1 5 0 046 0.11 I, 0 341 0.001 ［ 。.002 ND  0.007 0.021 o 004 I 0.013 
： 

練
l --

0.254 : 0.334 0 053 i 1 0.070 
, l -

S 54 3月、I'-均 7り 0. 0 9 6 I I •-C-) ---1-] 6 0.054 〔l071 0.001 0001 0 73 0.96 0.057 ! 0.075 
l -

S 53. 3 II 51 0.035 0.068 0.021 0.041 0.084 0.164 0.001 0.002 0.37 0.73 

校 S 52. 3 II 229 0.061 0.027 0.056 0.024 0.194 0.085 0.002 0.001 0.83 0.36 
1 - ←- l 

0.001 I I CJ 002 S 51. : 99 ; (̀} 0.046 ［）り出l2 0.02 l) 0 4 0 0.1己 0 300 0 34 0.64 

S 50げ 99 78 0.04(]I , 0 (]日9 0.05 0.064 0.22 0 282 0.002 0 (l0 3 1 1 3 i 1.45 I 



表ー20 秋田市茨島地区

4

2

1

 

にこ単□粉塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe 1 Mn Ni 
l•一一~．．

% | ＇ 1↓耀殴y面 ll9,/nf ％ ,U凡餅 ％ “/hf 免 /1少徊冤ば／対％ 払む面！ ％ 

S1 55 /28~1 /29 72 0.136 0.189 0.080 0.111 0.357 0.496 0.001 0.001 1.293 1.796 0.160 0.222 0.008 0.011 

工 1 /29~1 /30 66 0.138 0.209 0.107 0.162 0.261 0.395 0.002 0.003 1.633 2.470 0.215 0.325 0.017 0.026 
ヤ‘ ＾し』・・』・・呵▲▼一 .. 

:未{{', 1 /30~1 /3] 63 0.034 0.054 0 045 0.071 0 184 0.290 0.001 0.002 0.619 0.976 0.022 O、035I CJ.017 0.027 
r……•—--

試
1 /31~2/1 129 0.026 0.020 0.056 0.044 0.165 0.128 0.002 0.002 1.389 1.079 0.083 0.064 0.029 0.023 

2 / 1~2/2 132 0.023 0. 0 1 7 0.051 0.039 0.242 0.183 0.001 0.001 2.351 1. 776 0.105 0.079 0.030 0.023 
験

高最 132 lU38 0.209 0.107 0.162 0.357 0.496 0.002 0.00:3 2 351 2. 4 7 0 0.215 0.325 0.030 0.027 

:f:g 
ー• I ~. 

最 低 63 0.023 0.017 () () 4 5 0.039. 0.165 0.128 0 001 0.001 0.619 0.976 0 022 0.035 0.008 0.011 

平 均 92 0.071 0.098 0.068 0.085 0.242 0.298 0.001 0.002 1.457 1.619 0.117 0.145 0.020 0.022 

S5 5 ／ ＇ 65 0 123 0.190 0.070 0.108 0 181 0.280 0 002 0.003 1.025 1.584 0 068 0.105 0.009 。.0141 28~1 /29 

私 1 /29~1 /3() 59 I I 00% 0.164 (l (l79 0.1351 0 ]!)5 0.248 0 002 0.003 1.046 1. 788 0 056 0.096 0.017 0 029 

田 1 /30~1 /31 39 0.039 0.101 0.023 0.059 0.407 1.049 0.001 0.003 0.702 1.809 0.021 0.054 0.004 0.010 
卸
1 /31~2 / 1 79 0.026 0.033 0.034 0.043 0.443 0.564 0.002 0.003 1.042 1.327 0.031 0.039 0.034 0.043 

七＿

0.2581 0 001 
＇ 

ン
2 / 1~2 /2 I 96 0 023 0.024 () [)38 0.040 0 247 0.00 l 1. 3 7 5 1.437 0.039 0.041 0.042 0.044 

' 

夕 最 函i 96 0.123 0.190 I 0.079 0.135 0.443 1.04 9I • 0.002 0.003 1.375 1.809 0.068 OJC15 0.042 0.044 

I 最 低 39 0.023 0.024 0.023 0.040 0.145 0.248 0.001 0.001 0.702 1.327 0.021 0.039 0.004 0.010 

斗 均 68 0.061 0.102 0.049 0.077 0 285 0.480 0 002 0.003 1.038 1.589 0.043 0.067 0.021 0.028 



4
3
 

， 項目 紛塵総量 Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 

測定期惜 単位 呵／吋 叫濯 ％ 四％i ％ 腐％i ％ 四％i ％ /.1,り祠 ％ 瓜％i ％ μg/rri' 形
＼ 

S55 ！ 欠 測
1 /28~1 /29 

割 1 /29~1 /30 67 0.029 0.043 0.023 0.034 0.104 0.156 0.001 0.001 0.026 0.039 0.002 0.003 ND 

山
1 /30~1 /31 3 6 0.238 0.657 0.214 0.591 2.796 7.724 0.001 0.003 3.266 9.022 0.247 〇.682 0.018 0.050 

県
1 /31~2/1 欠 測

2 / 1~2/2 欠 測

公
最 高 67 0.238 0.657 0.214 0.591 2.796 7.724 0.001 0.003 3.266 9.022 0.247 0.682 0.018 0.050 

舎 最 低 36 0.029 0.043 0.023 〇.034 0.104 0.156 0.001 0.001 0.026 0.039 0.002 0.003 ND 

叩 均 .5 2 。*134 0.350 0.119 0.313 1. 4 5 0 3.940 0.001 ］ 0.002 1.646 4.531 0.125 0 343 (l.009 0.025 
- - ・~

S5 ： 58 0 136 0.235 0.053 0 092 0 1 3 0 0.225 0.001 0.002 l 117 1.929 0.038 0.006 0.047 0.081 
1 28~1 /29 

50 --•—ー・I ~~ー0.102 
0.001 ； i i 0.002 1 /29~1 /30 0.204 0.070 0 140 0 267 0.535 1.233 2.471 0.10'.l 0.206 0.006 0.012 

兒 l /30~1 /31 3ヽヽ心り (]. 0 0 9 0.028 0.029 0.09() 0.056 0.173 0.001 I I 0.003 0.369 1.139 0.005 0.015 0.002 0.006 

熊 1 /31~2 / 1 70 0.106 0.152 0.102 0.146 1.744 2.495 0.009 0.013 1.415 2.024 0.024 0.034 0.002 0.003 

野 2/1~2/2 69 0.178 0.258 0.155 0.225 2.996 4.342 0.022 0.032 2.100 3.043 0.036 0.052 0.004 0.006 

神 最 高 70 0.178 0.258 0.155 0.225 2.996 4.342 0.022 0.032 2.100 3.043 0.103 0.206 0.047 0.081 

、[+
ト→一 ` -- -

最 高 33 (l (l o g 0.028 0.029 0 090 0 056 0.173 0.001 0 002 0.369 1.139 0.005 0 015 0.002 0.003 

‘I7 均 56 り106 0.175 0.082 I O 139 1.039 1.554 0.007 0.010 l.247 2.121 0.041 ， I o.o7s 0.012 0.022 



7 秋田湾地区二酸化硫黄植物影響調査

昨年度に引き続き秋田湾地区における大気中の一酸化硫黄の植物に対する影密を把握するため

樹木、農作物、土壌を対象に葉中の硫黄含有量（全硫黄、水溶性硫黄）、土壌中の水溶性硫黄含有

鼠、水素イオン濃度の調査を実施した。

調査地点は眸年度より 2カ所多い15地点（ 目町、井川町、大潟村各 1、男鹿市5、天王町

4、秋田市3)で、対象樹木としてクロマツ (l、 2

キ）、ナシ（幸水）を選定し、土壌はこれらの

約30cm下厨部）の二屈を採用した。

試料採取は季節変化をみるため昨年度の秋 1l□J 

（水稲は 9月下句）に実施した。

(1) 植物菓中の硫黄貪有鼠

調査結果は表ー21のとおりである。

）、ケヤキ、農作物は水稲（トヨニシ

（池表下約 5cm屑）及び下屈（

秋2回とし、それぞれ54年7月及び10月

今年度 2回の経時変化については、マツは全硫黄、水溶且硫黄とも秋田市街地区等の一部を

除きいずれも 7月より10月の方が高いかもしくは同水準の値を示しているのに対し、ケヤキ、

水稲及ひナ・ンは仝硫黄と水溶性硫黄の傾向か逆て、全硫貨は10月の方か高い傾向にある。

前年度対比では仝碕黄、水溶性硫黄ともマツ、ケヤキの一部を除くといすれも昨年度秋より尚

く、季節的には秋より夏の増加率が大きく、特に水f日にこの傾向か顆著に現われている。

マツの］年築と 2年菓の関係については、天王、男鹿のこく一部を除きいずれも 1年菓より

2年策の硫黄含有率か高く 2仕菜／ 1年菜の比率は水溶性硫黄か全硫黄よりわすかではあるか

高い傾向にある。

なお、植物菓中の硫黄含有率と大気中の硫黄酸化物濃度の閃係については、マツ 1年葉の全

硫黄含有率と二酸化鉛法による測定値との間に相閃閃係か忍められる以外は特に有心な相閃は

みとめられない。

(2) 土壌中の水溶性硫藁立行量及ひ水本イオン濃度

調査結果は表ー22、23のとおりである。

l:1哀中の水溶性硫黄含有星は植神別で水稲か表、下円とも40IPIll前後て最も閲く、マツ、ケヤ

キ、ナシについては1511PID前後で大匁はなく、表、下屑間の差についてもイネか最も大きく他は

〇有鼠と同様植柾問の差は認めらオしない。

また、季節変化についてはケヤキが入、 ド屈とも 7月区上昇している以外は変動傾向か一定

しておらす特徴的な点は認められなし＼。

水木イオン浪皮については水溶り「硫黄と日蝕、柏柾、時期及ひ表、 ド図により多少の変動か

みられるが、平均的には各柏種ともわすかではあるが下厨より表屈の方か高い傾向にあり、PH

＇（匝はイネか表、 卜＇屈とも 6.1前後で最も高く、その他は 5.5前後て大差はなしし

44 



表ー21 植種別葉中硫黄含有量（乾葉重量当り）

（クロマツ）

53年 10月

（単位 ％） 

54年 7月 54年 10月
調 地点

1. 鬱2年
全S 水溶性S 水溶率 s I水溶注S 水溶率 仝sI水溶庄s！水溶玲

1 五城目町i 1 0.088 0.041 I 4s.s 0.080 0.055 68.3 

（アカマツ） -lI 2 1 0 066 0.030 45 5 0.100 0.058 58.0 0 0931 0.068 73.1 

冒0.048i言0.025］ 55.9 
0.081 0.039 48.1 

2大潟村 ←- •-

2 0.080 IJ.036 45.0 60.5 0.093 0.050 53.8 

1 ニ： i l 52.0 0.り77 0.042 54.5 
3 男鹿市五甲合 r---

2 0.028 45.2 0.073 0.044 60.3 0.090 0.052 57.8 

＇ 
1 0 097 0 053 54 6 0 105 0.078 74.3 

4 男鹿市船川
2 0 122 0.079 6 4, 8 IJ 119 0 077 64.7 0 168 0 ] 46 86 9 

1 () 087 0 ()37 42.. 5 0.098 | 0 058 59.2 
5 男鹿市羽立

0 0771 
I 

I 2 0 097 I l 0 039 40 2 0.052 67.5 

1 0.077 | 0.040 51.9 0.085 0.038 44.7 
6 男鹿市脇本

0.079 I 54.4 0.043 I 50.6 0.1151 52.2 2 0.043 0.085 0.060 

1 0.080 0.030 37.5 0.094[]り47 50.0 
7 男鹿市船越

2 0.057 ::J.028 49.l 0.082 0.034 4 l. 5 り．092I 0.055 59.8 

1 I 0.095 0 038 40り り．090I 0り52 57.8 8 天王町下浜山 I 
2 0 049 0.I)1 81 36 7 0 076 i 0 026 34.2 0 092 0 044 47.8 

1 I 0 076 0 039, 51 3 Cl 077 0 048 62.3 
9 天王町鶴沼台

2 0 057 0. 0 2 8 49.1 0 088 0 047 口4 0 085 0 058 68.2 
1 0 074 0 038 .4 0.083 0.054 65.1 

10 天土町出戸新
0.096 0.050 I 52.1 三0.100 | □0 函063□ 35° 3 

2 
← -

[
12 1 秋田市飯島：一2 1 1 

--l -32 - 0.095 0.031 I 3 2. 6 
I----,—• 

0.126 0.063. 50.0 0.119 0.064 53.8 0.057 0.032 56.1 

I 
0.126 0.043 3,1 1 0 104 0 056 53.8 

秋田市中通 I 
2 0.069 0,036 52 2 o 131 I 0.114s 36 1 0 105 0 056 53.3 

1 I 0 122 I I o 066 I 54.1 0 108 ， 0 033 30 6 
13 秋田市仁井田

0 080 1 I 0 116: 
| 

2 〇り42 52.5 0.067 I 57 8 0 111 0 059 53 2 
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（ケヤキ）

53 年 10月 54 7 月 54年 10月

調査地点
！ 

仝s 水溶性S 水溶率 全s 水溶庄S 水溶率 全s 水溶性s 水溶率
I 

］ 五城目町 0.062 0.032 1 ！ s 1.5 0.093 0.043 46.2 0.090 0.038 42.2 

2,l 男鹿市船越 0.097 0.053 54.6 0.122 0.042 34.4 0.065 0.058 89.2 

3 夭王町八坂 0.113 0 045 39.8 0.145 0.042 29.0 0.058 0.048 82.8 

4 秋田市中通 0.081 ゜旱048 59.31 0.1231 ， 0.033 29.2 0.092 0.061 66.3 

（イネ）

53 年 10 月

晶否地点 1：口］：水溶予Iー全;sI水溶[ts水溶牟
9 --1―--←  

I 
月7
 

年4
 
rJ
 

54 年9 9 月

仝 S 水溶性S 水溶率

11 h 城日町 Io.049 I 0.019 I 38.8 Io 172 I 0.106 
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0
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0

↑

0

0

0

 

0

0

仕

―

。

-

0

0

ロ
ロ
ー (l.l 9 7 

61.610096 0 039 4 0.6 

40 8 0 137 0 084 61 3 

22.9 0. 1 0 4 0 061 58.6 

60 4 

90 3 9 97 3 

75 7 2 78 0 

l 
98 I ， i 9 55.1 

95 Ci O 336 り288 85 7 

i 

0.13り 66.5I 0.11 s'0.060 I s2.2 

C)13(J I-(J-;:-I／□ー(JOー；ロ79
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（ナシ）

53年 10 月 54年 7 月 54年 9 月

調査地点

全s水溶性S 水溶率 全S 水溶性s水溶率 全s 水溶性S 水溶率

1 男鹿市五里合 0.068 0.023 33.8 0.126 0.035 27.8 0.125 0.048 38.4 
~ ＾ 

＇ 

2 男鹿市脇本 0.089 0.038 42.9 0.130 0.058 44.6 0.122 0.065 53.3 

3 天王町鶴沼台 0.069 0.042 60.9 0.137 0.040 29.2 0.106 0.082 77.4 

（注）水溶率＝ （水溶性s／全S)xlOO

表ー22 土壌中の平均水溶性硫黄含有率の推移
（単位 pprn) 

区 八刀 53年10月 54年 7月 54年10月 平 均
l C• -— l 

表層
13.6 17.2 5.8 12.2 
(0~26) (2~39) (0~13) (0~39) 

マ ツ

下層
12.0 17.8 19.5 16.4 
(0~54) (0~40) (0~76) (0~76) 

表脳
17.0 24.5 5.3 15.6 

ケヤキ
(10~31) (20~27) (2~9) (2~31) 

下屈
12.0 16.8 9.0 12.6 
(0~20) (4~29) (0~18) (0~29) 

表柄
41.0 38.2 16.2 31.8 

イ ネ
(0~150) (8~116) (4 ~70) (0~150) 

下屈
46.8 47.5 41.7 45.3 
(0~150) (2~228) (9~240) (0~240) 

表図
35.0 6.7 21.3 21.0 

ナ シ
(14~61) (5~10) (9~43) (5~61) 

下胴
20.3 15.3 10.3 15.3 
(18~24) (0~32) (7~14) (0~32) 

（注） （）内は最低値～最高値を表わす。
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表ー23 」介＿壌の平均水素イオン濃度の椎移 膠）
， 

区 分 53年10月 54年 7月 54年10月 平 均

6.1 
I 

6.2 6.2 6.2 
表屑 (5.0~7.1) (5.0~8.4) (5.1~8.3) (5.0~8.4) 

マ ツ

下屑
6.0 6.0 6.1 6.0 
(4.8~8.0) (4.5~9.2) (4.4~9.0) (4.4~9.2) 

屈
5.6 5.8 5.6 5.7 

i (4.8~6.0) (4.8~7.3) (5.1~6.6) (4.8~7.3) 
ケヤキ

I 
ト／習

5.5 
I 
5.3 5.6 5.5 

(4.7~6.4) (4.8~5.9) (4.9~6.7) (4.7~6.7) 

胴
5.7 5.9 5.7 5.8 
(5.3~6.5) (4.8~6.9) (5.0~6.6) (4.8~6.9) 

イ ネ

下層
5.3 5.8 5.7 5.6 
(4.6~6.4) (5.0~6.9) (4.8~7.3) (4.6~7.3) 

表層
5.6 5.4 5.4 5.5 
(4.8~7.0) (4.6~6.6) (4.4~6.7) (4.4~7.0) 

ナ シ

ード 屈
5.0 5.4 5.0 5.1 
(4.6~5.6) (4 6~7.0) (4.4~5.9) (4.4~7.0) 

（注） （ ）内は最低値～最高仙を表わす。

8 振動調査

振動については53年度に引続き道路交通振動、工場振動の実態を把握するため県内4市で測定

調査を実施したか、その鈷果は表ー24、表ー250)とおりである。

その他仙北土木直務所の依頼により大曲伶0J交通枷動晶査を実施した。
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表ー24振動調査結果

4
9
 

道路伏況 i敷地境界からの —ー一 振勤レ：）レ (dB) 
市名 I 詞査地点 I 路線名 調査年月日距離 昼 間 夜 間

車線数 舗装状態

lーロ<!45<245<345<445:4口く145<;345<345<445ーニ

I----”-=1|□男：／ アスファレト 15472:4:) 10:』: 3 8 人9:9: 50 45 0 8 □ 。3:105
I 0 48 46 451く45451＜叫く］k451<:|<45

国道

湯沢 I栃木町 1-1I I 4 
-13 1い号四

し［園町

国 道

13 号線 I

2 

j 

□1 道
花涌字柳1+111I '乙) 

282号線

振刑レベルは80％レンジの上端仙

I 

10 1<451<+ふ<45ぺ45<45<45こ11sl<45l<45I 45 

ロコ23276139]二4232241:6]□，661:)6
0 月1 49 51 り1 5l i□ 916 <451̀ | f:  
10 -'.  119 I 4D I 50 / 49 I 49 I 45 I 45 1<45 I< 45|ご45

アスファルト 54. 7.19 • 20 
習 大型車 33I 25 I 30 I 37 I 31 ! 11 I 11 I 4 I 5 I 8 

□/~QI分）。全｀ 143413436-I143961J8751553:I644］□
10 ! 51 I s2 I so: 54 I s2 i<4sl<11s1<4sl<4sl<11s 

アスファルト 54. 7.10 • 11 1--------=--i ~-i ---t---t-t-----+---1-+--+---l ~ ； 大型車！ 21 25 14 20 20 | 3 1 4 7 ! 1 4 
I （台／1凶）全車 11171口12211518954 71ロ



表ー25振動調査結果

7 
~
 

名-]
 

i

ー 業 種 力レヒム月称公・
 
名設施定特

9

1

9

9

 

工場の敷地
測定年月日 1 一ェ~i I施設からの距離 (m)

（←吋）

動レベル ビックアップ

(dB) の設置条｛4

コンクリート

金属製品製造業 Iコンプレッサー 1 5 kw I 5 4. 7. 2 3 13,500 
1 0 

2 9 砂 地
男廃 一、＋ 1 

l 0 

く45

く45

47 ／／ 

セメント・国製品製造染

土 石

5

0

1

 

建

：
 

且
“

↑
 

ニn.、
双

| i設砕機1a 5kwI 
業せん断機：［［以~:)

／／ 5.5 kw JI 

5 1. 7. 16 

II 

5, DOO 

9,900 

2 0 

1 0 

45 II 

59 ／／ 

3
 

65 

6,782 

1 0 く45

／／ 

.. Iコンクリート
5
 

51 II 

大曲

セメント・日見品製造業］コノフ砂サー

印 刷 業 1 [|J澗機械

1 5 

7.5 

kw 

kw 

5 4. 7. 1 9 

9/ 

Il ` o o o 

396 

1 0 く45

く45

く45

i 
II 

II 

／／ 

5
 
4
 
＜
 

I

F

 

‘’ 

製 材

此角

金 属

業チッパー

---- | 
： 
l 

加 工業 Iせん断機 I

2 2 kw 5 4. 7. 1 0 

1 0 HP 

6,600 

0

0

3

0

4

 

2

ー
ー
―
―
1
-
2

II 15,450 

~ 

50 アスファルト

く45 II 

1 0 67 コンクリート

2 8 51 砂 地



9 悪臭調査

昭和54年度は悪臭防止法で定める 8物質中 6物質について、主要排出事業所の実態調査を4市8施設について行った。風向・風速については可

搬型風向風速計 (30秒間の平均）を用いて測定し、排出源までの方向・距離は16方位コンパスとメジャー (50m以上の場合は目測）によった。

臭物質濃度についてはS47年環告9（改正S51環告47)に従って測定した。

測定結果は表ー26にホすとおりである。

表ー26悪臭調査結果

5
1
 

氣温 WD 排出源からの 亜9 Cヽ 大自 物 質 淵り以且 度 (Ppm) 

工場・事業所名称 トリメチ）レ I ' メチ）レメル--
--

天氣 ('C) WS（叩s) 方向・距離Cm)アンモニア アミン硫化水素 ヵプタン 硫化メチル 二硫化メチル

日 本 海 飼 料 暴り 24 C SSW• 20 0.21 0. 0 020 0. 0 0 59 0.0018 0. 00 0 6 ND 
； 

| i 26 | 

··~ --

束 北 肥 料 0.34 0.001 (j 0.006::l 1 
！ 

II C E 2 () ND 0.0 008 ND 

本荘市広 ミ域処清理鳳晴れ 28 WNW•3.5 E ． 1 0 0.23 0.0 3 24 0.0085 0. 0 0 1 8 ND センターゴ

r 26 I I 

0.0006 i I 能代市中央衛牛処理場 9/ C E ． 8 0.1 3 I 0. 00 6 7 0. 00 0 7 I ND 

浅 内 養 鶏 場 II 27 C SW ． 7 0. 70 0.0159 0.0 00 6 0. 0 0 1 8 ND 

宋 北 聞-< 紙 !) 27 W • 1 5 E ・□日（］ ！ 0.004::l i 0.0 02 4 0.0044 i ()0011 
： i 

武 田 養 豚 場 22 C SSE• 8 0.4 7 
I 

0. 0 0 8 3 0.00 38 0. 0 0 1 4 0. 00 0 5 II 

秋田市北部処理場 II 24 C SE ． 8 0.13 0.007 0 ND 0. 00 08 ND 

NDはメチルメルカブタン<0.000り、―硫化メチ）レこ 00004 



水質科

1 水質環境調査

(1) 十和田湖水質環境調査

1 昭和54年7月、 9月に 9地点において、 0切層と一 Sm層について調査を実施した。検体数

及び項目数は36検体、 361項目であった。

7月の調査では、生活環境項目中、西湖巾央、鉛山、大畳石の大腸菌群数がわずかに環境基

準を越えているが、健康項目 (7月実施）はすべて環境轄準を満足している。

一方、 9月の調査では中湖中央のCOD(0 m)がわずかに環境基準を越え、また大腸菌群

数では西湖中央、大畳石、東湖中央、中湖中央が環境基準を越えている。

(2) 田沢湖水閥環境調査

昭和54年4月～11月 (4廿月 1回）に 5地点について調査を実施した。検体数及び項目数は40

検体、 251項目であった。

田沢湖の PHは、酸性河川である玉JIIの流入により、年間を通じ 4.4~4,7の値を示してい

る。また、 SSにおいては、 6月の田子ノ木、 11月の春山、相内潟でわずか1こ環境基準を越え、

大腸菌群数では11月に春山で爆境基準を満足していないが健康項目 (7月実施）はすべて環境

基準を満足している。

(3) 八郎潟水質靡境調査

昭和54年～55年3月に毎月 1回（ただし 2月を除く） 6地点について調査を実施した。検体

数及び項目数は64検体、 465項目であった。

生活環塙項1-'I中、 PHは浜口、魚道を除く各地点で 1~2回基準を満足せず、 DOは由部排

水機場て夏期4回基準を満足しなかったはかは大方碁準を満足している，）人謁菌群数は各調査地点

とも、調査回数の約半数以上が基準を満足しない。 SS、CODにおいては、調査した全地点

で大部分の1直が環境基準をうわまわっている。

一方、健康項目 (7月実施）は全地点て、環境基準を満足している。

(4) 雄物川水系水質環境調査

昭和54年4月～昭和55年3月まで（各月 1回） 28地点について調査を実施した。 28地点中、

AA類型 7地点、 A類型16地点、 B類型4地点及びC類型］池点となっている。検体数及ひ項

目数は355検体、 1,791項目であった。

生活環境項目中、 BODは調査した大部分の地点で、 75％値が環境基準に適合していたが、

AA類型で 1地点、 B類型で］地点の 2地点力ゞ環境基準をはんのわずか逹成出来なかった。 PH

は酸性河川てある高松JII及ひ七川の地点を除くと、またDO｛こおいても、ほんの一部で因境基

準に適合しないものもみうけられるが、おおむね良好であった。 SSは各地点でそれぞれ大き

く異なるが、 AA類型では、 1地点を除くとすべて環境基準を満足し、 A及びB類型では年に
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数回、環境基準を越える地点か多い。大腸菌群数は類型別に関係なく、ほとんどの地点で環境

基準をうわまわっている。

また、春に27地点、秋に 7地点iこおいて健康項日を調査したが全地点とも環境菫準を満足して

し汀る。

(5) 子吉川水系・その他河川水質環境調査

子吉川水系の10河川について、昭和54年4月～6月（各月 1回）に10地点について調査を実

施した。検体数及び項目数は30検体、 232項目であった。なお、 6月以降の調告は、県公害課

と本荘保健所が実施した。

その他の 6河J11 (馬踏川、四川、井川、馬場□II、三種j1|、比詰J11) Iこつして、昭和54仔4
月～昭和55年3月（各月 1回）に 7地点で調査を実施した。検体数及ひ項目数は84検体、 530

項目であった。 7地点中AA類型 1地点、 A類刑4地点、 B類型2地点となっている。

生活環憶項目中、 BODはA類型の 1地点を除いて、 75クパ直が環樟晶準を逹成してしる。

PH、DO、SSにおいては、 A、B類型の地点で、一部で環境甚準に適合しないものがみう

けられる。大腸菌群数は大部分の値力心喜基準を越えてじる。

また、春に 6地点で健康項目を調査したがすべて環境基準を満足している。

(6) 海域水質環境調脊

昭和55年4月～10月 (6月を除く）に子吉川河口沖、昭和54年8月に米代川河口沖の 2地点

で調査を実施した。検体数及び項目数は13検体、 75項目てあった。

2 工場・事業場排水調査

水質汚濁防止法にもとづく特定施設及ひ秋田県公古防止条例応もとづく指：出汚水排出施設りji-JI出

水について、一般項目を除く健康項目及び特殊項目を調査した。検体数及び項目数は 251検体、

1,293項日であった。その結渠、徘水埜Iりに適合しびい検体か7検体あり、これらの工場・事業

場等を対象に、県公害課及び各保健所環境公害係が施設の改善、維持管理の強化を指導した。

3 地熱発電による水質汚濁防止基礎調査

環境庁の委託により、地熱発雫に伴って発生する蒸気及び熱水が公北用水域等の水質に及ぼす

彩孵を把脚する目的て調査を行った。検休放及び項II数は24検体、 221項目であ）た。

4 秋田湾地区水産物重金属調査

昭和54年11月～12月に秋田湾及び八郎潟で水揚げされた魚介類（タイ、スズキ、ヒラメ、フナ、

シシミ等）について、カドミウム、水銀、砒素等の中立属調査を実施し亡 検体放及び項目殿（ま
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67検体、 670項目であった。

5 難分解性化学物質の生物濃縮調査

境庁から日本公衆衛生協会に委託された化学物質の分解性スクリーニング等に関する

研究で秋田大学医学部公衆衛生学教室が分担した難分解性化学物質のうち、 トリクロロエチ）レホ

スフェート (CLP)と、ポリオキシエチレンアルキ）レフェニー）レエーテ）レ (POAP)につい

センターで分析を1Jった。検体数は各々 て）

6 その他

秋田県地熟開発利用センター排出水の放流にとちなう河川水質調査、銅管、ビニー

したスケールの分析及ひド水道工場視鷹勇出水等、 21検体、 146項目について分析し

土質科

土壌汚染対策調査

45年以後、」」哀汚染防止法に見つき Cd［り染か掛定される農用地の謁告を実施している。

(1)細密調査

54年度は15市町村に地区 459検体の謁査のうち平鹿町外4市町、 113検体の玄米 Cd濃度を

分析謁査した。凋杏結果は1.0p脚以上3検休、()4 ~1.0謬3[)検体、 0.1P閏未満8()検体てある。

(2) ［り染米調竹

細密調告の結果 ed濃度1.0靡以上の玄米か検出された庄米と農用地士坑（り染対第指定地域

で未た対策市業を丈施していパい小収、龍仕J也域笠の汁米につし、て食品術仕法に見つきロノト

怯により汚栄米調店を実施したり関西帖果は 1.0 11pm以上 1口，ノト、 04 ~I.Cl I瓢12ロノト、 0.4

卿末満32ロットで53年度に比較し（り染米は絨少してし＼る，｝

表一］ 54年度カトミウム貪汀米の口，ノト晶杏皓里
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2 休廃止鉱山対策調査

休廃止鉱山監視のため大比立鉱山等6鉱ll」の水、ズリについて40検体、 234項目の分析を行っ

た。

3 酸性河川水調査

49年末の鳥海山の火山活動以来、鳥海山に源を発する子吉川と自雪川の酸性化が進行し、この

結果、水産、農業、公衆衛生の各方面に与える影轡が社会問題として注目された。子吉川の酸

性化は、この支流の朱の又川、左岸、本沢の標高900m付近に湧出する酸性鉱泉群の PH力ゞ主な

原因で、又白雪川の酸性化はこの文流の岩股］l|上流、謁越川未此流城の湿地帯1ご湧出する酸性鉱

泉に由来するものである。この両鉱泉群の尿質の変化は子己JII中流、白雪川下流まで杉響するこ

とから、 53年度に引き続き、この両鉱泉群の泉質の調査および卜流の農業用水の水腔詞査を行っ

た。（表 2、3)調査は71検体581項目てある。

表ー 2 顔泉晶査

. PH I Na I K 
早心ぷ、

彎`＇誓：`ロニ 5

喜喜）l'，＇，喜塁I9.o℃ ! 4.41 18.0 

表ー3 農業用水調査

｀` 
PH DO COD S S I I Ca 

子吉川水系 4.5~ 9.3~ 0.6~ 1 0~ |5.6~ 7. 4 10.5 1.6 2.0 I 9.6 

白雪ILL水系 3.9~ 8.5~ 0.2~ 0.2~ I 4.8~ 6.9 9.7 3.0 1.0 23.3 

4 秋田湾地区農産物重金属調査

As 

nd 

nd 

Fe 

12.5 
c二三［

0.04 I o. 5~ 

（単位：泉温、 PH以外はppm)

Hg Cd 八1I I CI S O4 T-P 

nd nd 0.0 靡17.0~ 67~ 0 01~ 2.. 26.2 23.0 0.04 

nd nd 0 1 閲12.1~ 12 7~001~ 5 40 4 83.3: 0.04 

（単位：泉温、 PH以外はwrn)

秋田湾地区農産物重金属含有量のバッククラント値を得るため、 53什度兄引き続き男鹿市外5

市町村の白米等50検体300項目の分析を行っtこ。 （表 4) 

5 自然湖沼調査

環境庁委託による、第2回自然喪境保全基礎調査の一環として八郎洞等県内自然湖沼24ケ所に

ついてその水質調査を行った調査は180検体1,980項目である。
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表ー4 秋田湾地区主要農産物の重金限

ぃ口属 Cd Pb Cu Zn 『e Mn  
~ ~^ ＂ ← 

白 米 0.0(20~.050) .11 0. t 1 ~ 。）20 1.4(82.~683) .95 12 古~ 1 ［ .6 3. り・ → ~ <•. 0 6 (41 ~ 1 ［ .5 
n=10 0.16 4.3 4.7 0.0 

人参 0. 怜~ 0 ） 09 0.(090.1~50) .22 0.1(20.~290) .62 1.(8~3.76) .5 0. ］ ~ ； .3 1.2~ 64) 4 
n= 8 .06 1.7 (2. 

カザロ 子 0.01~0.08 0.06~0.13 0.22~0.52 , 1.(0~l. 93) .5 0. ， ・←→・ ］ .7 0(.. 8~ 2.85) • 3 
n = 9 (0 03) (0.09) (0.33) l. 5 

：゚ 7 ~ 0, 5 7 l 0(4 ~2.33) .9 ネギ 0.01~ 0 ） 04 <o 胃~0.18 1. ， ～ ： .0 (゚ 5~ 1 予.3 n=lO (0.03 .08) 0.27 J 2, 6 4.1 
｀" 

キ ャベッ <'、001~0.02,<o怜訊19 0 06~ 0、.17 0(.6~1.94) .3 1 [) ～ ： l 06~ 98)6 
n =10 (0.01) (0, 1 2) 1.5 (2. 

日本梨 くく00.0.01 1 0.06 訊14 0.2C 20.~290) .35 I I 0C .6~o. 70) .8 0. 予～ ］ .8 0( 1 ~ 0 )5 
n = 3 ( )  (0 1.5 0.2 

単位ppm: wet weight （ ）は平均値

テレメーター係

1 監視体制

常時監祝聞の整備li状況は、表ー 1~3 u_)とおり人気豪境19局、自動車排出ガス訓定力ゞ7局、気

象2局、水質3局、工場7局となっている。

昭和54年度末に大気環境の桧山・能代工業・浅内の 3局、気象の寒風山 1局をテレメーター化

し、テレメーター測定局は大気環境15局、自動車排ガス 3局、気象2局、水質2局、工場7局と

なっている。

なお、秋山巾ては堀川局を新設し、市し，Jテレメーター測定局10局とテーター交換をifい、監視

をしているc

更に、測定局、項 I—1 り）噌加に対応するため、中央局り）改造を行い、テーター処凹、f1浮析機能を

強化した。

表ー 1 大気測定局一覧表

区 分 測定局名
測 定 項 目

S02 I―)ust NOx ox!しり］ーTjIC NMHC 風 •/‘i1r—uI .I [ 又I 温iり」．，湿度 安定度

テ
井 JI! ＼、一~）

゜゚ ゜
! ： ---

レ 大 昭 相 つ

゜
＇ 

゜メ 船 J I I （、)

゜゚ ゜•一 ー..

I 脇 本 ( ・ロi

゜゚ ゜
l 

夕 気 船 越

゜゚ ゜゚ ゜I 
天 王

゜゚ ゜
o・ 

-56-



区分 測定局名
測 定項 目

S02 Dust NOx Ox I CO THC NMHC 風 温度 温度差 湿度 安定度

将軍野

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚八 橋

゜゚ ゜゚ ゜大 中 通

゜゚ ゜゚ ゜テ 茨 島

゜゚ ゜
--

仁井田

゜゚ ゜ ゜レ

I桧能 代山 I、10 0 ゜゚
． o, 

メ
気

゜゚
I 

゜I 能代工業

゜゚ ゜
O! 

゜夕 浅 内

゜
C〕

゜
l ＇ O l 

I 
自 土 崎

゜ ゜
l 

中 通

゜ ゜
！ 

l -

排 茨 島

゜ ゜気 飯 島 ！ 

゜゚
C〉

象 寒風山 o ! O I□1 （口）
大 館

゜゚ ゜モ 大 本 荘

゜゚
I 

゜気
大 曲

゜゚ ゜二
横 手

゜
0 

゜
.. ←、---l.  
三 [O

-. 

夕
大 館

゜自 ム月ヒヒ、 代

゜
！〇

I 
排
大 曲

゜
I 

横 手

゜
表ー2 水質測定局一児含表

区 分 I測定局名 測 定 項 目

DO  T r s. s K IORP 
メ < 田港アレーター 物川

モータ I米代川

、----・

I 

゜゜゜゜ ゜゜゜
！ 

゜ロ」：゜゜
I I＼‘-へ) 

表ー 3 発生源測定局一覧表

区 分 測定局名
測定 項 目

s O 2 -1's 02 -2 S02 -3 Ts PH  COD 

日鉱船川

゜ ゜ ゜← 
秋田火力

゜゜
C) 

~~ 

秋田製錬

゜ ゜ ゜テレメーター 東北製紙 （） 

゜ ゜゜
' 
（］ 

゜東北肥料

゜
＇ 

゜竺菱秋田

゜十條秋田

゜ ゜
＼□） i 口

゜
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2 測定結果の概要

(1) 大気環境

ア気象

各測定地点の年間の風配図は図ー 1のとおりで、秋田市内の 5局（将軍野、中通、茨島、

仁井田、八橋）、能代局でESE~SSE風痰卓越している。

井川

船越

昭和

天王

船JII 脇本

中通

茨島
'N 

仁井田

w 
％
 

E
1
0
 

s
 

（注） テレメーター局のみ

図ー 1 風配図
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ィ ニ酸化硫黄

（ア） 年間値と経年変化

表―-4のとおり環境峡準の評価では全測定局て適合とfよっている。また、表 5のとお

り各測定局の年平均値を前年と比較してその差が0.004P岡以内の場合を横ばいとし、 0.005

P仰以上の差がある場合を増加または減少としてみると16局が枯はい、 1局（能代）か咸少

となっている。

なお、有効測定時間数が年間 6,000時間に達しない測定局と、エ専地域の測定局は除い

た，＂

表ー4 二酸化硫黄鉗間仙

1時間筐日平均値 1時間
年＼「均値 力、0.1 カゞ0.D4PPm値の行測定日数効| 測定1叶凋 日‘ l’外•2均伯;4 ,.1 用途

の除 測定機種測定局 を越えたを越えた 最高値
地域 厚閂ー数□＿数"'m m m ~ r- --' 

（日） （時間） （靡） (II寺間） （日） (ppnl) (p脚）

井 JII 未 0 010 

゜゜
0 05 0 017 従来型

'-
和 Ii住

34-4 --I . 8-4-06 
1 ---

昭 365 | 8 7 ] 9 ().() 1 0 

゜
り (]. () 5 ll. 022 ‘’ 

船 JI I ／／ ， ： 3611 _,I _ 8727 0. () 1 2 

゜゜
0 06 0 022 II 

I----・---疇ー＿ ＿ ＿ - -

脇 本 未 329 7958 0.003 

゜゜
Cl.03 0. 007 高感度型

船 越 住 36丘 8752 り．014

゜
（｝ r] () 6 0 025従来型

l - --

天 王 未 345 8342 0.012 o I 

゜
0.04 0. 020 II 

将軍野 住 351 855げ O.D 11 o l （） [) (]8 0 023 言感度型

＇ 
- --一 ー一― 1 - --

中 通 商 360 8690 0.009 o I 

゜
0.06 0. 020 II 

茨 島 ‘’ 50 i 1 ]04 0 () 1 5 
I゚ ゜

り(]9 0 027 /9 

＇ 
I '--・ l --- r---- -

仁井田 住 259 6295 0.003 o I 

゜
0.05 0. 009 II 

大 館
， 
33() 79fi5 〇り15 0 i l) U 06 (J 023 従米閏II 

9 ,  

＇ 
ム月乙ヒ 代 II 354 8550 0.004 

゜゜
0.02 0. 008 高感度型

＇ 
能代工業 II 360 8613 0 003 

゜
I -1 [I () 2 0 005 99 

---

浅 内 II 332 7962 0.005 

゜゜
0.03 0. 012 II 

----

桧 山 未 330 792() 0 005 

゜
（） (l C14 () 0 1 1 II 

99 - • - -

本 荘 商 340 8294 0.011 

゜゜
0.04 0. 018 従来型

曲 ！・一 住
，＿  -,l  ―--

大 345 8503 0 017 0 () り05 り024， II 

横 ~I 商 324
7893 0.012 

゜゜
0.03 0. 018 II 

l ※ 八--工-専,|_ 34_-5 — I 
ー・

8177 0 012 o I u り07 () 023 II 

（注）※環境基準適用除外地域

能代局 昭和53年11月下旬に測定機を高感度盟に変更した。
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表ー5 二酸化硫黄経年変化

年 均 値 (pp皿）
測定局 用途地域

50年度 51 52 53 54 

井 JI I 未 0.014 0.012 0.013 0.013 0.010 

昭 和 住 (0.008) 0.012 0.012 0.01 l 0.010 

船 Jll II 0.007 0.007 0.009 0.008 0.0] 2 
I 

脇 本 未
： 
(0.002) 0.003 0.003 

船 越 I 住 0.008 0.009 ! 0.009 0.010 0.014 

天 王 0.008 0.0] 0 0.012 0.013 0.012 

将軍野 住 0.010 0.009 0.010 0.014 0.011 

中 通 商 0.019 0.022 0.019 0.007 0.009 

茨 島 II 0.014 0.016 , 0.016 0.013 (0.014) 

仁井田 住 0.011 0.011 0.011 0.007 0.003 

大 館 II 0.016 0.016 0.014 (0.016) 0.015 

能 代 ／／ i (0.016) 0.019 0.012 O.Ol l 0.004 

能代工業 99 
、， 0.003 I I ↓ 0.003 

浅 内 ‘’ 0.005 0.005 

桧 山 未 0.003 0.005 

本 荘 商 0.009 0.011 0.010 0.013 0.01 l 

大 曲 仕 (0.013) 0.016 (0.0] 2) 0.014 0.017 
ー・.— — • 

横 手 的 0.009 (0011) (0.009) (0.009). 0.012 

※八 橋 ［専 I 0.014 0.014 0.019 0.016 I 0.012 

四 測定時間か6000時間に逹しない年平均1直は（ ）とした。

（イ）風1丘」別濃度分布

図— 2 のとおり、茨島局がSW~NW風り）時化高くなる傾向を不している他［ま各測定局

とも特異な傾口はない。
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井JII 

船越

昭和

天王

船川

将軍野

脇本

中通

茨z 烏 仁井田 能代 八橋

w E 四テレメータ局のみ
20ppb 

s
 
図―-2 年間風向別S02濃度分布

（ウ）時刻別平均濃度

図ー 3のとおり大部分の測定局が7時頃から濃度が上昇し、 15時頃に最高測定値となっ

ている。この傾向は特に工場地帯に隣接する茨島局、市街地中心部の中通局で顕著にあら

われている，｝
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雪

井川

船川

船越

将軍野

茨島

能代

6 12 18 24hr 

図 3 年間s02時刻別平均濃度

（エ）月平均濃度

昭和 • 

脇本

天王

中通

仁井田

八橋

t（月テレメータ局のみ

図 4のとおり、夏季に大部分の局が高い測定値となっている。また、ビル、住宅密集

地でに眈房の影網により冬季に高い1瑣向を示している。

ウ ー酸化窒索、 ・酸化窒素及び窒素酸化物

（ア） 年伯J｛直と経什変化

表—-6 のとおり犀境基準の評価では令叫定局適合となっている。また年平均値を測定局

別にみると、表一•7 のとおりである。年平均値を差が 0.004 卿以内のものを横ばい、 0.005

胴以上のものを増加または減少としてみると横ばい 9局、減少 1局となっている。
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口
船｝1| 

船越

将軍野

茨島

入館：

能代1業

桧山

大曲

八橋

1 1 1 9 9,  

一

図ー4 s 02月平均濃度推移

• 

昭和

脇本

天王

中通

仁井田

能イt

浅内

本斗1:

ヘ

拭l ] 

Pり
二()
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表ー 6 —酸化窒索、二酸化窒素及び窒素酸化物年間値

6

4

|

 

一酸化窒素 (NO) 毀 化 窒 素 C N 02) 窒桑酸化物 (NO+N02) 

測 用
I ～・~▼ I 晶 ~``I —··· 

平 ： 直見， 年平均値途 有効測測定年平 1時間｀ 霜有効測測 定年平 1時間晶平嘉。．04均盈誓均年 1有効測測定年平 1時間値日平の均年 N02 
定 値の 98 値の 0.06仰以上 98 値の間 98ゴ可了
地 定日数時凋均値最高値％値 定［］放時間均値最高値を超え：°妍06pp皿％値ー 定日数時間均値最高値％値（ ・I l 

局 域
た日数］よ 計 N02 

- -

（日） （時間） (PPIII） (ppm) (ppm) （日） （時間） (i即） (PPIII) （日） （日） (PPIII) （日） （日） （時間） (P即） (PPID) (i脚） （%) 

井川 未 285 6950 0.002 0.07 0.004 285 6955 0.005 0.06 

゜゜
0.009 

゜
285 6949 0.008 0. 13 0.013 71. 1 

0 0 0 4 ! l 0. 05 

， 

般 Ill 住 343 81110 0.002 0. 04 0.006 343 8411 ［） 

゜
0. 01 l （） 343 8410 0.006 0 (1 7 0.014 63. 9 

| J ＇ 
脇 本 未 287 7261 0.006 0.15 0. 020 284 7201 0.006 0.05 

゜゜
0.013 

゜
282 7171 0.011 0.18 0. 0 31 50.3 

船越 住 111 3641 0.003 0. 07 0.020 111 3642 0. 008 0.08 

゜゜
0. 022 

゜
111 3640 0.011 0.15 0. 040 69. 7 

叉王 ’’ 332 8207 0.003i | O 04 0.005 333 8221 0 DO 3 0.03 

゜゜
0. 008 i i 

゜
332 8207 0.006 OOSi0.012 56. ll 

ーl・ 一一

~れ車野".I ，＇ I i 

328 8217 0. 004 0 18 0. 015 328 8218 0 008 ! 0.08 I) 

゜
0.018 ll 328 8216 0.012 。.26 0. 029 66. l 

中通 商 324 8016 0.011 0.17 0. 031 320 7858 0.016 0.09 

゜
0 0. 028 

゜
315 7818 0 027 0. 24 0. 052 60.0 

仁Jい］住 3 1 8 7 8 3 5 0.005, 0 1 G 0. 021 318 7837 0 008 0.05 

゜゜
0.016 | ， 

゜
318 7 8 3 3 0.013 0 20 0. 034 59.0 

＇ 
308 ↓ I ＇ 7796 ＇ 0.0910.021 能｛＼ ’’ 30け 78() 1 0.003'006,0.009 308 7798 0 00 6 0.04 D 

゜
0.013 

゜
0. 009 67.1 

能工 代業 ／／ 295 7576 0.002 0. 08 0. 007 295 7576 0. 005 0. 05 

゜゜
0.013 

゜
295 7576 0. 007 0. 11 0.019 72. 6 

浅白 9/ 315 7718 0.002 
0.0 ： ［ i 0. 005 315 7725 0 005 0. 04 ゜゜0. o 11 I ゜315!7717 0. 007 0. 08 0.015 72.2 卜

栓 1l1 未 2 9 5 7,179 0.002 0 0 0.003 295 7479 0 0 03 0. 04 

゜゜
0. 006 

゜
295: 7479 0. 005 0. 07 0. 009 67. 7 

, -

※八橋 工専 59 1577 0. 014 0.16 0. 044 59 1578 0.01 7 0.10 

゜
0 0. 031 

゜
59 1574 0. 031 0. 26 0. 071 54.1 

（注）ザルツマン係数は 0.84、酸化率は70%。



表ー7 二酸化窒素経年変化

6

5

1

 

用途 年 平 均 値 (pprn） 日平均値の年間98％値 (P陣）
測定局

丁
，地域， 50年度 5 1 ,52 53 54 ら0年度 51 ！ 52 53 54 
' '  ！ 

~~ -• ・ -.  
． 

井 JI (0.008) 0.010 l I 0.005 
i 
(0.015) 0.023 0.009 

| 

| 

船 JI (0.005) 0.004 (0.010) 0.011 
」； •~ - - -

脇 本 未 (0.006) 0.006 0.006 (0.Q15) 0.014 0.013 

船 越 住 (0.005) 0.006 0.005 (0.008) (0.012) 0.016 0.013 (0.022) 

天 王 II (0.003) 0.003 0.003 0.004 0.003 0.005 0.006 0.005 
--- ｛ ~一

将軍野 ： ！ 付^ (0.005) 0.009 0 008 (0.009) 0.019 0.018 

中
！ 

均
i 

通 0.016 0.0]ら 0.022 0.019 0.016 0.031 0.02fi 0. 0 3 4 0.032 0.028 
！ 

― →  -- ， 
仁井田 住 (0.008) 0.014 0.014 0.009 0.008 (0.015) OJl21 0.022 0.018 0.016 

ム月ヒヒ 代 II 0.006 0.006 0.013 0.013 

能代工業 II 0.006 0.005 0.014 0.013 

浅 内 I/ 0.005 0.005 I 0.010 0.011 
--

桧 111 未 0.003 0.003 ~ ~ 0.005 O.OOfi 

橋 l丁ー 専 | ※八
i 

(0.014) (0.017) (0.022) (0.031) 
＇ 

四 1. ザルツマン係数0.84として算出。

2. 測定時間が6000時間に逹しない年平均値は（ ）とした。



（イ）風向別濃度

図ー 5、6のとおり特異な傾向を示しているのは八橋局のみである。八橋局については

東側を国道7号線が通っていることがあげられるが、有効測定日59日と短期間のため今後

の測定を待ちたいの

井JII 船川

天王 将軍野

w 

能代 八橋

図— 5 年間風向別NO濃度分（1J
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E 1.ii］テレメータ局のみ

2CJ ppb 

八橋 s
 

図 6 年間風向別N02i農度分布

（口）時刻別半均殷度

図 7のとおり 酸化窒素、二酸化窒索とし臼汎lj定／可＄ ～ 91日八 18~l911~i叫応高い濃度

となってし＼る。

（ハ）月〉ヤ均農度

図 8のとおり秋1-Fl巾の中心部応粒悩する中叫局、 I且道 7号！［印こ近 I」＼八橋口か日動車批

カスの影腎もあり他の叫定局い此へ、高く捐柊してし＼巧か、他の大；忍分の見か(+'・むl也ある

いは田園地盟に設硲されごおり、低広I斐てある
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エー酸化炭

表ー8のとおり環境基準を上まわることはなく、また、経年変化についても住宅地に測定

局が設置されていることもあり、表ー8のとおり低濃度で推移している。

8 一酸化炭索年間値

効 I 8時問値 日平均嬰 1時間 日平均値
用途 測定時間 年平均値 が20P皿を がlOPPIIl 値の の2彩除

測定局 測定日数
越えた 越えた
回数 日 数最高値 外 値

地域
"-~ ・- l 

（日） ICP脚）（日） （時間） （ppm) （回） (ppm) 

将軍野 309 7532 0.4 

゜
o : I 5 0.7 

表~-g 一酸化炭索経年変化

測 定 局 l用途地域

I 将 軍 ―野丁ー住

県立ろう学校地内 1

均 値 (ppm) 

50年度--̂ | 51―-」』_:2ー』 53 
0.4 0.4 

z
 

w E 
1.0胴

r
 

h
 

5
 

m
 
p
.
 

p
o
 

6
 

12 18 24 

s
 

図ー 9 年間風向別CO濃度分布

□4 
ppm闊

／一ノ一へ、

I I I I I I I I 1月
7 8 9. 10 11 12 1 2 3 

図ー11 C 0月平均濃度推移

図ー10 年椙JC0時刻刈平均浪度
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オ オキシダント

表ー10のとおり昼間の 1時間値が0.06P皿を越えたのぱ4局である。また、表ー11のとおり

経年変化では測定開始以米 1時間値か0.12P皿を越えたことはないっ

表ー10 オキシタント年閻値

昼間昼間 昼間の 1時間値が 昼間の 1時間値が 昼間の 1
昼間の日

川途 006卿を超えた日 0.12卿以上の日数 時間値の 最喜1時
測定局 測定日数 測定時間 数と時聞数 と時欄数 最値間の悶

地域
＂一

平均-. 

（日） （時間） （日） （時間） （日） （時間） （卿） (Ppm) 

船 越 住 3 2 4 4621 2 3 

゜
り (J () 7 0. 0 26 , ---

将 軍野 II 325 4610 1 2 

゜
0 （J.り7 00 2 5 

中 通 商 350 4914 2 7 

゜゜
0. 08 0. 02 5 

マ・

能代工業 住 3 4 1 4818 4 ， 
゜

り (J O 7 0 031 
＇一＂ ＇ 

※ 八橋 工専 287 4063 

゜゜゜゜
0. 06 0.026 

表―•11 オキシタント経仔変化

:̀+: こ※八橋工専
測定局 用途地域

昼間の 1時間値が 0.12P陣以上の日数（日）

三三。ロロ 53 : I- 54 0 

o !― ゜
．一

0 0 

゜ ゜゜ ゜

船越

N 
将軍野 中 通 八 橋

w E 
叩勺pb

図ー12 年間風向別Ox濃庁分布

s
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嗜

船越

，中通

6 12 18 24 

図ー13 年間ox時刻別平均濃度

船越

中通

八橋

図 14 ox月‘r均濃度推移

将軍野

八橋

囲テレメータ局のみ

hr 

将軍野

能代工業

唸

口一2

カ 非メタン炭化水素、メタン、令炭化水素

←・月
2 3 

表ー12~14のとおり 6~9時における年平均仙は非メタン炭化水素O.l7WIII C、メタン1.71

ppm C、全炭素1.88即Cとなっている。図ー16の時刻別平均濃度はおおむね窒素酸化物と同一

傾向を示している。また、図 17では冬季に高くなる傾向てある。
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表ー12 非メタン炭化水素年間値

測定時間 年平均値
6 ~ 9時 I 6 ， 時 16~9時3時
における ～ 

測定局 l用途地域 I 年平均値 I 測定日数

I 

（時間） ; （暉C) (P即C) （日）
l 

将軍野 i - 住 I 
I 

0.11 I 676] I 0.15 292 

表ー13 メタン及ひ全炭化水素年間値

測定局 I ＇ 用途地域 I測定時側

—+ （時間）
将軍野 I住 6761 

メタン

年平均値 にロ
年

(PPIDC) i ( 

1.71 I 1.71 I 292 i 2.06 

表ー14 非メタン炭化水素、全炭化水素経年変化

非メタン炭化水素

測定局 ！用途地域 年平均値(PpmC) 6~9時年平均値

全炭化水素

年平均値(PPIDC)

将軍野 住

53 

(0.21) 

54 

0.15 

53 

0.22 

54 

0.17 

53 

(1.85) 

54 

1.86 

z
 

w E 
4(lP陣C

Ntv!HC 
卿 C ―----・ox
0.25 r―-―-.:00 

6
 

12 18 

ppb 
25 

24h r 

s
 

図ー15 ii間風向別NMHC濃度分布 図ー16 年間NlVIHC,Ox,NOx時亥防IJ平均濃度 ＇ 
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間平均値 6~9時3C時を間超平え均た値 6~9時3C時を間超平え均た値
が0.20ppm が0.31ppm 測 定 方法

1 最低値 日数とその割合 日数とその割合

(ppm C) （日） （％） （日） （％） 塁眉翡｛塵｝
0.01 67 I 23.0 13 4.5 （直）

全 炭 化 水 素

6~9時 6~9時 6~9時3時間平均値
測定時間 年平均値 にお晶る ， 測定又（ま換算方式

年平値 測定日数 最高値 最低値

（時間） （膠C) (ppm C) （日） (ppm C) (ppm C) 

6761 1.86 1、88勺I 2――9̀' 2 2.52 1.61 （直）

b

o

 

p
4
 

p
 

— NMHC 
------0 X 
ー---NOx 

pp皿 C
、へ、 .,0.30

’‘‘ ， 
,、',
ヽ｀
ヽ｀‘， 

夢
----'  

＇ 拳

9 、
/--彎＼

-—•‘ ー•—-ノ

4 5 6 7 8 9 10 11 12 l 2 3 月

図 17 6~9時における NMHC,Ox, NOx 
月平均濃度椎移
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キ 浮遊ふんじん

表ー15のとおり各測定局とも 1時間の最高値、日平均値の 2％除外値が高いことについて

は図ー20でもわかるように毎年10~11月にかけて稲わら焼却時に発生する稲わらスモッグに

よるものである。

表ー15 浮遊ふんじん年間仙

測定局

川

和

一

川

本

井

一

昭

―

船

脇

用

途

地

域

一

未

l

住

II 

未

門天王 II

将軍野 I II 

中 通 I商

有効測定 1測

日数

（日）

341 

286 

361 

361 

i

ー

）

7

6

5

0

の

直

値

成

6

0

2

4

．

．

 

間

高

／

0

2

o

l

時

叩
1

最

（1

1

1

□_1 

値

）

6

5

1

3

均

吋

2

3

3

-

2

0

0

0

0

 

／
 

．

．

．

 

平

町

。

o

o

o

... 

(
 

/
J
 
|

|

1

一

ー5

9

2

2

 

間

）
 

2

6

8

7

 

時

間

3

9

6

6

寺

8

6

8

8

廿（
 

日平均値の

2 ％除外1直

(11/fJ/戒）

0.070 

7839 

コ 1 1 - ^ [ -

］ 能代 I 11 

359 

3 ] 9 ! 

356 

348 

365 

355 

344 

362 

ロニ
；□□ロ

8 6 7 4 

8661 

8414 

8753 

004 6 

0. 0 21 

0.0 31 

0.035 

0.040 

8612 

8438 

8658 

8638 

7706 

8242 

0.024 

0.04 7 

0.032 

0.026 

0.031 

0.0 28 

1. 8 1 

2.24 

1.8 6 

0. 51 

0.95 

0.44 

1. 3 6 

1. 3 7 

0.95 

2.38 

3. 90 

6

3

9

0

 

8

5

5

9

 

0

0

0

0

 

．

．

．

．

 

0

0

0

0

 

0.060 

0.062 

0.065 

0.078 

0.055 

8288 0.18 

8158 0.20 

※八橋 Iエ専 361 

7797 

8709 0.027 

0.20 

0.48 

0. 084 

0.086 

0.067 

0.07 4 

0.087 

l

-

'

 

2

9

9

 

3

1

3

 

0

り

0

0

0

0

 

0. Cl 61 

り．062

0.065 

0.064 
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能代
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図ー19 年間Dust時刻刈平均農度

hr 

昭和

脇本

天王

中通 ． 

仁井田

八橋

困テレメータ局のみ、

(2) 自動車排出ガス

ア ー酸化窒索、二酸化穿素および窒本酸化物

表—16 のとおり二酸化窒来の燦境枯準 0.04隅～006 胴を記録しているのは有効 3 局のうち

2局となっている。また、表ー17のとおり53年度は増加 1局、減少 0局であったか54年度は

増加〇局、減少2局となった。
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表ー16 一酸化窒素、二酸化窒素及び窒素酸化物年間値

一酸化窒素 (N 0) 

有効惧ll1測定 1年平 |1時間

値の

定日数 l時間 l均値 1最高値

二酸化窒素
測 用

定
地

平

値
年

均＇ 

定

間

測

時

効

定

数

有

測

日

均
の
間
値

平

％
日
値
年
98

7 
］時間

植の

最高値

局 域
)

3

▼

7
 

間

。

。4

2

 

向

8

8

＾

↑

 

8

3

 

ノヽ

4

4

日

3

3

（
 

（陣） (P訓） I (［凋） （日） （時間） I(W町 （ppm) 

中口-り
茨島”

大館 I " 

←トー＿ー

301 I 7376 

能代 1 /I|  190]二071
大曲 I 住 I 189 i 4628 

0.046 

0.055 

0.025 

0.50 □-3: 
0.117 I 301 

0.23 I :~。こ□，
0.21 I o.082 I 18り

8402 I 0.022 

8-2口30
7375 I o.029 

4936 I 0.015 

0.16 
．．  

0.13 

0.06 

0.034 4628 I 0.027 0.07 

※上I協 I 倍i 210 I 6585 I 0.012 I o.50 I 0.178. 271 I fi 600. 0.021 OJ 1 

的ザルツマン係数 ().84、酸化率70%

表ー17 二酸化窒素経年変化

測定局 用途地域

50灯度

年平均値 (Ppm) 

52 7一ロ―I51 ら4

中 通 尚 0.020 0.024 0.024 0.028 0.02乙

茨 島 II 0.017 0.021 0.028 0.029 0.030 

I 0.022 

| (0. 0 1 3) 
ー、

曲 住 1 。.013
- - 9 

※」：崎 1 図

大 館 II 

ヒ
化
l

ム月 代 II 

大

(0.020) 

0.011 

0.009 

0.023 

0.02~J I 0.039 I 0.029 

~010)-1ロ□゜．015)
C0.009) I co.017) I C0.027) 

0.026 I 0.025 I 0.024 

四 測定時間が6000時間に達しだい年平均値は（ ）とした
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(NO 2) 窒 糸酸化物 (NO+NOり

日平均値 日平均値 日平均値 有効測 測 定 年 平 1時間値 日平均値 年平均値が0.04ppm が0.06PPID
以上0.06 の年間 の年間

(!) 
を越えた
日数 即以下の 98 %値 定日数 時 間 均 値 の最高値 98 %値
日数

（日） （日） （膠） （日） （即） (PP皿） (ppll1） （％） 

゜
6 0.040 348 8395 0.079 0.57 0.150 27.8 

・← ←一

゜
29 0.046 343 8206 0.076 0.60 0.157 」I I i 39.0 

゜
17 0.044 301 7375 0.084 0.43 0.145 34.5 

゜゜
0.029 178 4934 0.040 0.28 0.094 37.0 

゜
3 0.039 189 4628 0.060 0.25 0.109 44.0 

゜
5 0.039 270 6585 0.096 0.60 0.217 「I 24.9 

| 

日平均値の年間 98%値 (PPIIl) 

50年度 51 52 53 54 
--------- ---

0.044 0.042 0.058 0.042 0.040 

0.040 0.047 0.058 0.045 0.046 

0.047 (0.040) 0.085 0.085 0.044 

(0.030) 0.030 (0.028) 0.030 (0.029) 

--

0.029 0.022 (0.020) (0.030) C0.039) 
！ 

0.053 ！ i 

l 

0.070 0.039 : 0.039 
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ィー酸化炭素

表ー18のとおり環境基準は全局達成している。また、経年変化は表ー19のとおり増加、横

ばい 0、減少 2局となっている。

表ー18 一酸化炭素年間値

！ ＇有効測定 8 u! 間値 日平認 1 日平均値
測定時間 年平均値

が．0ppm が10 の 2% 
用途 日 数 を超えた 超えた の最高値測定局
地域 回数 日数 除外値

（日） （時間） (P脚） （回） （日） (ppm) (ppm) 

中 通 商 328 7936 1.5 

゜ ゜
16 2.3 

茨 島 II ， 1 5 4 3945 

゜ ゜
， 2.7 

ーア

大 館 II 135 3722 

゜ ゜
， 3.3 

ム月ヒヒ、l 代 ／／ 323 7840 l. l 

゜ ゜
18 3.0 

横 手 II 239 5925 1.2 

゜ ゜
5 1.9 

※土 崎 II 305 7546 1.8 

゜ ゜
13 3.9 

表ー19 ー酸化炭索抒年変化

！ 
！ 年 平 均 値 (ppm) 

測定局 用途地域

50年度 51 52 53 54 

中 通 商 2.7 3.4 2.7 2.0 1.5 

茨 島 II 2.1 2.4 2.3 2.3 1.5 
•~- - ~—疇

大 館 ／／ I (2.6) 3 l 3.3 (2.1) (1.5) 
---

ム月ヒヒl 代 II (1.2) 1.1 ： 

横 手 II 0.9 (1.3) (0.8) 1.2 (1.2) 

※土 崎 II 2.2 1.9 1.6 1.8 1.8 
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